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見 た り と 。 

FAIR OTF ES Sik, 歴史 に 名 高き 下田 港 の 東側 を 擁する 須崎 生島 の 
頭 部 に し て , 玉 津 博士 の 報告 中 の 地質 園 に 擦れ は , WE BIL RO t ORB 
央 北 放 岩 等 に 被 は る ヽ ゝ 部 分 
な れ ど も , そ の 下 旗 に Ab 
AKIN FEL, その 更に 
PRA ZIRE SK 
2 S8EOrM<, HAD 
一 部 に は 砂岩 の 存在 する 部 
分 も あの め 。 

MAKI C116 OIA 
FESO, HE KO MIBK AA wT, 
FEATS RP RSL, BSL 
HANTTEO 各地 に 分 れ , 年 


Ss Ht Was 
須崎 斑 山 の 位置 を 示す 
BOS FAVE Beas Cb Ua PETE A: IK FES) 
Plagio- Potash- Propy- Pyroxene 
る こと 第 一 彫り の 如 し 。 こ の liparite liparite rite andesite 


> OPERB Bs 0 LICKS UT, 南北 45m, 東西 35m HIGRO BRAK 


WEL, CEE & CRAPPER 6 ta, ZICHETILAIE 13 年 加藤 武夫 


BLO 調査 報告 あり 。 MAC CORAIRKO PE FILS 400 m 前 後に 褒め , 

主として Boring の 結果 , 地下 18~23 m LP Ic PRR OSE Re Bh, 堅 塊 に ょ 
つて 選 を 開 遂 する と 同時 に , 尾 竹 本 塊 よ り そ の 下 底 に 達する 通 洞 を 開け 0 。 
これ 即ち 尾 竹 新 玉 磯 床 に し て , lk » BRK KL, 地下 少な く と も 120m 以 
上 に 達する も の の 如く , 地下 約 90m (CHT 30m MROHELAYO, Z 


1) T. Kato, Jap. Journ. Geol. Geogr. Vol. 3, 59~69, 1924. 
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DWI LHR と 推定 すべ し 。 
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本 確 床 も また 主 と し て 硫化 鐵 確 よめ 成り , ZK FDORMM BAW ZB 
外 , 稀 に 動 鋼 確 や 有する に 過ぎ ざり し が だ が, PRCA TILE ORO LE FL 


河津 確 山 事務 所 の 注意 する 所 と な れ り 0 り 。 
然るに 9 月 始 に 至り , 同 確 山 長石 川 修 氏 の 私 信 

PRIUS, 地下 約 70m に 位 す る 第 三 塊 道 の 東端 母 
4 CWS LO BERGA IHS TAKAO KAA KL, 
ZOXRB LBA WERK OK EMROWE 2 BRS 
が , COR EAA A ia 6, ICRA SUR IAD 
部 分 の 如き は , & 4.608%, 銀 3-274% RRA, Ze 
板 す る に テル ルル の 肥 ER tus, テル ル BRS 
属す \ べ し と ょ と いる 。 

WCBAR CaO, その 標本 敷 個 を 得 , Z 
を 題 微 鏡 下 に 松 す る と FE, その 火 熱 並 に 種々 の 
BCBS SK 應 等 を 栓 せる に , その うぅ うち RG < 
は 二 種 の チ テルル (CBWE, 天然 テル ル WL OFF-FE 

RE WEAR B tO, LEC OMROSIM, 
Colorado 州 の Cripple Creek, Transylvania の 
Nagyag 地方 等 に 於 て , BHA a AES RP 
Ohi o> CBSE BS Wear t UT, Hts OBES 夏見 
せら れ , SOFFALNLE OD BBY) WT (BES RF 
FIDL SAG る ゝ に 反し , 我 國 に 於 て は , こ 
の 種 の 確 床 中 , 僅か に 北海 道 手 移 確 山 に 於 て , 天然 


Profile 


Surface 
eat 


Fe wey WR LL Fees HST 
BAS 7 Wel Mia] 2 OU isp 
Wills Gute we iL yr 
1 600 分 一 賠 面 に 
基づく う 


Fv pire th te Sv SURLY Str, CAVICHE HEF ve r-ACRRM(petzite) 


L) PEMA, Are 9.8 4B 101 LCI AI 7 AFD 
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BUF wv -GMMECrickardite) と 認 む べき も の を 儲 な ふと , ML METS 
Keb, EVR O—EBITWS TC, SEAR Fv HE uagyagite) BO Fv EGA 
(tetradymite}) を 産 せ る に 過ぎ ず , 但し この 外 岩 手 懸 気仙 郡 世 田 米村 , BF BR 
山 の 一 部 に 於 て , 明治 84 年 頃 , 文字 テル ルル 人 金 確 sylvanite) 及び 含 人 金 テ ルル 
銀 碗 Cpetzite) AE L te SHLMEA |, また 宮城 駿 大 谷 座 山 , HE BRS SRO 
UST, Fe EMM HE Lica Eb, これ ら は 何れ る も 古 生 居 乃至 中 生 選 中 に 
WEA LIES 深成岩 に 件 ふも の に し て , 須崎 磯山 に BRO SERIE C206 Ofil 
れ と も 大 に その 趣 を 異 に し , 且つ その うぅ ちの テル ル 化 金 確 は 野尻 確 山 以 外 
に 於 て 本 邦 各 地 に 未だ その 産出 を 知ら れ ざ る を 以 て , ZLIB OKRA 
概 報 し , PROMO BI LTS Lo 
ARE CS MOBMIL, EL し て 河津 確 山 長石 川 修 氏 の 私 信 に より , 
SMAI NOKS 標本 も , 同氏 の 恵 贈 に か ゝ る も の と す 。 こ こ に 深 厚 な 
る 謝意 を 表し , 併せ て 本 報 文 に 回 する 吐 正 を 請 ふ も の と す 。 
標 本 の 外 失 
PAI Lic SIA, 母 岩 の 破 片 を 昧 選 的 に 被覆 する も の に し て , その 
最も 標 式 的 な る ぁ る も の は , その 順序 炊 の 如 し 。 
SEM OGIREMIIRO BNE 一 見 暗 放 色 級 宏 ot ©}, BERBEE Ic 
精査 すれ ば , 銀 白 色 の Mi BA, その 特に 多き 部 分 は , 殆 ん ど そ れ 
の みよ ょ り め 成 れ ど も , COMBO CH SMI, 一 見 暗 族 色 に し て , それ ら 
LEIS SIO 徹 層 を 成せ 0 。 従 つ て , 之 を 砕け ば 往々 に し て それ 
ら の 選 の 界 に て 分 離し , 若 し 銀 白 選 面 を 綴 出 すれ ば , BIRO IBA Be 
A, ERR BI Stk, 微細 な る 第 頭 短 隆 記 の 聞 に , SRE. AL 


1) ARR, ARICA b 3S Le 
2) HEB BUAUE, ARE, 第 6 4B 201 貢 (昭和 6 年 ) 
8) Fal, ARB SIRI AER 
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と , WRKIEE OBR & iL. ‘ie 

Bae WERE MO ANT = — SLATS Mitte & b, BAR UT SE 
Whieia AS SH, MEAS IL IPO TMK O SMO AT OL, 且つ 前 者 より 一 麻 
PABLO SRS (2. WD 22, BEBKAKIK AES o 

Bam 主として 石英 の みよ り , ME PROM CADG, BEL HO A 0K 
De RAS B plato 


2k A BN TT 

A. WEIR 4 HUIR@ Bk AF B. WEIR DAY @ MP A ie 
C AMEEET SHA YD. MMe ALT oe 
E. fhe ド 『. 人 銀 自 色 細 脈 m, FMM Ch. Desa ph 


pe AE UT ACRE K OM AONE, 通常 多 > DDG SIGN 2 EB LE 
L, ZORMLMD S dh Balke KL, Marl KOT ha EO PRICK, 
DRUK) FEN HE (de HRS CT BBEE 6 Do 
但し 時 に は 第 一 帯 の み 毅 達し て , CORN MBIT OWAHO, また 
POMP BHM & AM AML, 或 は 第 三 の 石 英 状 が 艇 育 不 充分 の 場合 あめ , 
時 に は 硫化 濾 確 帯 が , (LOD =2 HF OD SA Je MG 22h (EEO RAT, それ ら を 
和 被 ふ 場合 あり (第 三 岡 参 県 )。 

この 外 屋 々 銀 白 色 の 細 脈 が , 前 記 の SAAC AYO, BEI. Z を 横切り て , 第 
— 3 — Pe Ba § BRDME &, FIG ATE UHC PEG 
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CREB MOMM, GIF ICBO S Ht, 一 見 全部 同種 な る を 以 て , 
始め 一 様 に 観察 せる も , その 反 應 に 相違 あめ, 第 一 帯 と 第 二 帯 と は 個々 別々 
(HAT SUELO, 

定 性 eB 

1 BREWBRORAS SEOR ABR OIG ROE ORAM 
IY OHH REL eI POCA BHD Fv SHIEK OPILRAAL, 
テル ル BA OGRE Hike OM fs MEX LSS EIEIE, 破片 の 面 に は 次 
ENE ORM BE L, ZR A OCERMRELRIHE &, AMARA 
RRIF OEMMEO WER L 50 COMO MMR IK Wed tuk, テル 
WT OUT HLS TRU, & DUBE Mats B ARIS CORRES HUE, BE 
その 色 を 失 な ひ て , KR OD He 7% BEL, これ また テル ル の 反 應 に 一 致す 
BRUT, テル ル を 含む こと 明か な り 。 

KU E36 OPM 2, 破片 の 表面 に 附 着 せる ま ゝ , Bea UTARELIC 
BUR KERUIT HAE 6 BAS UE, Fr VOI RE LIOS KBITS 
の 容積 を 減少 し , BITRE ED WEB, TOILE S Hee BRAS, ITA 
PRI Z IES B BML Lo HOT, CUYEM LRU ZPEBLINL 
CFEC ALIAS ts, 一 居 容 易 に 金 粒 を 分 離す 。 

島 つ て その 含 金 量 を 知ら む が た め , MFORMCBHOR, APZBOF 
WNT BIBS S SRM LO, その 重量 0.0063 gr の も の を 充分 長 
く 熱 し た る 後 , 完全 に 黄金 色 晃 する を 待ち, ZRPEEL IC 0.0020 er を 
4, CORE eB IS 保つ こと 10 日 の 後 , MUP S KC MLR RD 
SO Fo 但し 純粋 の 金 に 比 し て , 少し く 白 味 を 有 せ る は , 多少 の 銀 を 含有 す 
る 結果 な る べし 。 

加熱 の 際 に 逃 る ヽ も の は , 明か に テル ル に し て , ZCOMAOBER ME eR 
する 上 , 木 談 上 に その 酸化 物 よ り 成 る 白色 昇華 物 を 生じ , (IE Ae AAO 


a 
r 
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存在 を 示す 譜 跡 な し , LLC 206 REINS BBD, ALOR 
WG OFFA 2% BAS PIAL 4 c, 白 煙 を 柳 し て 白色 昇華 物質 を 生 ず れ ども , 
この 物質 は 火 熱 に 融け て 黄色 徹 滴 の 集合 と な め , OREO ICE, 
酸化 テル ル に 過ぎ ざる を 示し , アジ チ モ =ー, HH, 水銀 等 の 化合物 を 示す 
fo SILT ORR YASS, また 若 し 本 確 の 粉末 を 閉 管 に 熱 す れ ば , 前 
記 白 色 昇 華 物 の 外 に , 金属 性 の 細 滴 より 成る 旅 色 昇 華 物 を 生 じ , 一 見 水銀 を 
思 は し むる も, 容 気 を 通じ て 再 熱 すれ ば , MELO 酸化 テル ャ ル と & 化し , 役 滴 は 
BBLS Fv VIII STARRY OG 

OBE Wk SAE SO LBL, 磯 石 の 粉末 を 硝酸 に 深 か し , 濾液 に 
硫酸 を 加 へ た れ ど も , 硫酸 鉛 の 成 生 を 示す 白濁 を 見 ず , BOREAS 
認め 難し 。 

以上 を 以 て 推定 する に , WEIR EMRO AMICI, 7 アン テモ = ミー 等 に 
志 し く , 多 量 の テル ル と 人 金銀 の み を 主 と し, 火 に 融け 易 き 磯 物 を 多量 に 有 す 。 
BRAND > SWI, 現在 知ら る ゝ 範 園 に 於 て テル ル 化 金 礁 に 外 な ら ず 。 

Re RKOMS LW bili tS GIR EMI eH OId, EIR BBR IS 
し て , SDEBLO SRS HW % ERIC HTS DMO LO Bis eH 
も , SOMRMN KAA SB SEIS C, 前 記 の 微量 を 形成 する も の と ょ 
く 類 す 。 然 れ ど も , を 仔細 に 観察 する に , S ORV ERE ICKL 
SA RMICMED SLUT, を 前 記 の 部 分 よめ 分 ち て 試験 せ 4。 

先 づ この 部 分 の 破片 を 取り め , HIRI UT Pe eo RIC THe ee Be 
に 支 ふ れ ば , £05 SIL SRA LOMAMOMM IL, その 表面 よ ひ テルル 
HAOAMEOIB ER BLO. 容易 に 融け て 破片 の 表面 に 浴 出 し , A 
(KE 3~4 mm の 比較 的 大 な る 球 と な る 。 Zee VET ORMARES 
れ ど も , 内 部 は 白色 を 星 す る こと , 前 の 場合 と 同様 な り 。 然 れ ど も , こ れ を 如 
flS EWAN BB, PHA ERIE 6 SHAT LS, 依然 と し て テル ル 


TGS | a A a ae 人 


を 一 麻 定 昔 的 に 検 す る た め ,0.0570 gr O—BR I, ABEL, 20 RFORS 
OCHRE 2 IC, 残 粒 は 借 か に 0.0025gr WL, その 少な く ぐ と も 95% 
APRBE LA 0, 71 AOL OBL. RIC ED hk, Fe BAO EA 
BBL, ZRBUSCLRREY« 

2 OW OMEN, C OBNBIAE L UCHBEM RL & OMLO, ZO 
上 少なく と も 最大 の 要素 は , チ ルル な る こと 明か な り め 。 然 る に テル ルル 化 確 物 中 , 
PARSE UL O18 B & OIL, テル ぇ 水銀 確 即ち Coloradoite, F n-»Ze 9h 
即 も tetradymite, + 1 -GYPKRD b altaite の 三 者 に し て , この 外 天 然 テ ルル 
ii native tellurium も , また 全然 揮 杉 し 去る こと 勿論 な り 。 島 つて これ ら の 
何れ な めか や を 決 せ む た め , JESAR LTS TAS も, HMMA MO A 
在 を 姜 す べき 黄色 昇華 物 を 生 ぜ ず , 閉 管 中 に 本 磁 の 粉末 を 熱せ る も , 先 に 記 
せる 場合 と 同様 , 試料 に た 近く 借 か に 酸化 テル ル と , その 外側 に 金 局 テ ルル の 
昇華 物 を 生ずる の み に て , 水銀 の 存在 を 示す 事 冥 な し 。 

SAME NFS ET LPF CE 2 SD te OD VAR UR 2 BRA O EOS 
DE BA & し て 請 酸 に 深 か し , 濾液 に 硫酸 を 加 ふ る も , HERO Hh AR 
ず , 師 て 炊 に は 南 英 一 氏 の 記載 に 従 が ひび, 本 座 の 粉末 を 濃 温 硫酸 中 に 溶かし 
それ より 得 た る 紫 赤 液 て , 水 を 加 へ て テル ル の 粉末 を 沈 識 せしめ , と を を 濾過 
し て 蛋 液 に 濃 忠 酸 を 滴下 し , 更に アム モ = ャ を 加 へ た れ ど る, EER 
BES, 蒼 鉛 の 存在 を も 確か むる 能 は ざり き 。 

但し 開 管 中 に 熱せ ば , 酸化 テル ル の 特色 昇華 腐 よ り 貴 く 隔たり , 禄 赤 色 に 


CHET OAR L, 冷 の ひれ ば 次 第 に 色 を 減 す る 多少 の 昇華 物 を 認 
Co TOMA Y7 - Fe a— HEMI 類 す れ ども , これ を 熱 す れ ば 百 煙 と 


1) 南 英 一 , 地質 回 雑誌 , 第 37 4B, 74 頁 , 、 昭 和 HD 
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化し , TORN LBS S MPCMAT HU, & VU KMAORBROMEe 
Hic すべて これ ら の ML, FAME F v WED 場合 と よく 一 致 
_ し, この 確 物 も また 主 よ し て テル ルル より め 成 り , 之 に 多少 の を レン を 含め る 天 
PRG ve UE LBS Lo 
この 外 多 少 の テル ル 化 金 鐘 も , この 部 分 に も 存在 し , 融 滴 中 の 或 る も の は 
ART ESA HL, PC MLOMMOMMC IES BAK, この 種 の 成 
BESS LAME LOLS BLT OB MIC BM LR HEE, 
ORG CHAE < TRANS BR 残存 せる 金 粒 に よ つ て 知ら る 。 
AASCMRROMD 前記 貞 部 は 往々 その SRM PT RIAA, MA 
色 の 細 彩 に 費 ね ぬか る 。 そ れ は 何れ も 厚 さ 最大 0.5mm に 過ぎ ず , これ を その _ 
Ss PLIVIS HES OC LAME Eb, ET LAK OM SD eM 
管 を 以 て 加熱 すれ ば , 容易 に 融け て 小 球 と な つて 析出 する を 以 て , を 他 の 
部 分 より 分 離し 得 べ し 。 4 
LORE KOT, 後に 記載 せら る べき 部 分 よめ,0.0235 gr の 小 球 を 得 , 
Zee LAL RAVE BL, WO BA Fro PAIR eELOY, そ 
の 容積 を 減少 し ,10 FERIK LUT, COBH % 0-013 grin PM PEO. COBEF 
wv ON CHIL REIL, BAA ERR DIMES ILE O Teav&, Be PGT ic wed tik 
な ほ 多 少 の 紫 赤 色 を 放 て り 。 MAI TORALLOMUTMAMT 4 &, 
容易 に その 容積 を 減 ぜ ず , WABI 20 RII UT, その 容積 は 0.0109 gr に 
減 ぜ る の み 。 この 間 一 時 木炭 上 に 幽 か に 黄色 昇華 物 を 生じ , BABIL AO 
存在 を 暗示 せる も , 必ず し も 症 著 な ら ず 。 上 且つ 小 球 の 表面 は , (LFA 
ZU, 黄金 色 の 徴 僚 を 認め ず 。 
然るに 之 を 更に 約 30 SRA BREN Bz, PROP GakG. < LA 
中 下 度 に 党 れ る 部 ) う は 募金 色 と ん なめ り て 分 離し , その 重量 0-0097 gr (pee O 6 
この 時 球 を 濃 硝 酸 中 約 5 分 間 熱 せる に , その 重量 0.0002 を 減じ , こ の 硝酸 深 
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液 に , 臨 酸 を 加 へ た る に 、 BAD IC CRORE BLS), 閉 し か ら ず 。 更 
に 一 居 張 熱せ る に , 球 は 一 層 犬 き さ を 減じ て , 全部 多少 の 線 色 味 を 帯び た る 
HAIRS 6 RIED DT O 。 
WEIS GS ILL OBO HEB PET 5 BNC, ARO LOTHAR 。 | 
し た れ ど も , 以上 の 反 應 KOT NET MAIER EERO 部 分 よめ 融 
出す る も の と 同様 , 主 と し て 金 及 び テ ルル より め 成 る を 推定 し 得 べ く , た ヾ そ 
の 銀 を 含む こと と , 多少 鉛 或 は 蒼 負 を 含む 形跡 ある を 注意 すべ く , これ 或 は 
テル ル 化 金 春の 外 に , 他 の テル 化物 を 伴 な ふ 結 果 な らむ も , S OLMEMED 
な ら ず 。 但し 始め に 融 出 せる ま ・ ゝ の 小 球 を , 別に 硝酸 中 に 溶かし , に 忠 酸 
を 加 ふ る に , 多 少 の 白濁 を 生ずる を 見 , 銀 の 存在 を 示せ ども , 硫酸 を 加 へ て | 
Si MBROMM. AST, Stl NePAS LAP PIAS 4 8, 酸化 テ 
ルル の 昇華 物 以外 , 何等 特殊 の 昇華 物 を 生 ぜ ず 。 . 
以上 に ょ つて この 部 分 は , ELUTE LF rr§5 OMO, ZLAVOR*R 
舘 有 する こと を 知る べし 。 
硫化 鐵 硫 を 到 と する 最 外 問 特に 試験 を 行 は ざめ し も, 他 の 部 分 の 加熱 中 , 
[eR LPR 6 te CHER HD, TO BRIBE 0 。 - 
要約 以上 定性 反 應 の 結果 , KORA PHELAN Lo 
1. PEIRCE ROR ABS A Fr ULAR Bt 
2. HEIRERBKOANR ICI, SRO KRG r rel, 少 草 の テル ル 化 金 


Wize Uo 
3. 銀 白 色 細 用 短 の 部 分 は 主として テル ル 化 金 礁 より の 成 れ ど も , 多 少 の 
銀 を 倉 有 す 。 


すべ て これ ら は この 磯 石 の BR RMEO 結果 と 一 致し , これ に 就 て は 
RPI SN URE) 


> 
oa 
7 
3 
( 
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lI FSW ERE OBB BAA (2) 
2 Boe EK 30 
A. 球 FG BD 


C2) 5h 88% Cshell) 
PIRES D ERAO WB FL A AD LAR eB SRR Sian 
eee 75 L, BORIC eA ST. AIC RERRUAEZAOMFUSPAUS 
MMS MR MOWT PRBS SK, HMI BE eC 
し , ic Se, REE RA, BK AKERS 3 REA, 稀 に 電 無 
BERS 2 AU6 ADD EK OM SAB IS ASDA T LA DAN ¢ KAR 
於 て は schistose nucleus YAR ty t 5 BHA OME & O 形成 せ 
ら 5 る 。 然 れ ど も 詳細 に AURORA AMER fidhO BENE SRE TS dg, 本 
外 殻 に は (i) schistose nucleus と 接 績 す 5B ibe (transitional zone), (ii) Fp 
ge ANHe (shell proper’) % CO iii) Fl wae marginal zone) の 3 Hcl ST DS 
べく , RIC BM OAKES A 0 
G) BS この 帯 に は 一 定 の 範 園 を 害する こと AMEE db, IM 
分 上 の 特徴 と し て は 稀 長 石 , GERORBE & O MO, 次 に 座る 革 青 石本 部 
OD MBER PRT LORO. PRE (4) T7vV—-A) は 最も 多く , KMS 
形 叉 は PAO AREA IC に し て , FOP AFR BDF 0 
> OMOEA WILLS 4B Ad schistose nucleus £ 0 58M AREER 
Ky A, KMIAZPAEREADMS ARB. Cero mMMOMBNC は 石英 が 
Spt Lo BR 2 USL Ha Eb LATE BB OIRAHE RE chads. 
cryst と し て oikocryst BEF EDHAV D> SHO Mar Llc AKO 
PERO MBENLIA TT UNS PRC UT, ZeEEBER CUO, CORBI 
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ISP OAHENC TA) S15 E BE lk Min € 75 9 , ABIL FT KT COR 
RAOMRE O, IL—-MWAZ bine KUCH ADEE LI © 


Cit) Shape SLLOAERE AS 2-3 HEAR Aa CEU ALAR & 0 表し 外 方 に 


a) Ce SS Aa ODT RARPK KOM GA. HETHROM 3 LBA 
LE PAMMOER 3 CHE L, PHRORARL 昔 青 石 生長 の 終 炉 せる Bil HR 
すべ し 。 AMERY SHG AE BRT NE}, HARE 時 に 粗大 な る 


HEELU RELA, Lis MRIS 石英 を 有する 部 分 あ 0。 HE 


Be 


a Pe Se 


ne id NI Le peta 
I HM nc - | 
ii teil 


eer cL る も の な り 。・: 
CEPA, 2 BIH, P オリ ゴク レー ス 
b met, qa # m Gh xls 


Al 


RERO—MB Esc BHAA CMS h, FRO MRS ARS BORE 
ENG ASB OHMIC UT は 従属 成分 な れ ど も , f OR HRAB Ie HEB 
el, ZOROBLS 2 EAKRBO—HALEIT NLS 


Git) ABB 6 Ont eH — [el ROUTE ICIST BHD FES DMM < , Be 


題 の 外 表 を 被覆 せ る 薄 層 に し て , その 厚 さ は 1~2mm な め 。 BB Feu 


» 
a 
| 
| 
J | 
= | 
= 
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(matrix) と OMB KT OUT, その 構成 磯 物 は 衝 長 石 , 石 英 及 び 黒 
雲母 を 主 と し, BRE EID OF > これ ら 結 晶 の 大 さき は 0.15~0.50 mm に 
し て 細 粒 質 竹 甘 構造 を 星 し 。 組織 上 草 青 石 aL EME 2 EL CRED 
あめ 。 な は 本 周 線 贈 と 充 培 岩 と は 構造 上 の みな ら ず , BICMOS ECB 
差異 あり , 即ち 前 者 に 於 て は 許 長 石 が 主要 成分 を な す に 反し , 後者 に 於 で は 
石英 が 最も 著 時 な る 成分 を な せり 。 

Age HHA の 境界 を 見 る に 。, 章 青 石 結 品 の 府 面 に 該 徐 す る 28 
部 は 深く BEA UCOREMROMIS 2 L (第 互 園 ), 4 BORE ROBIE 
を 多め 込み た る 基 態 示す 。 然るに 革 青 石 の 生長 が 止む や 全く 細 粒 洪 と な 
©, RCE IIA & 20 ES FMEB IC Bo 

KING HE BUMMER SSA 

BER AM MOH MIME SAM L, TOK SER 
OVE SICH © 9 HREAILGIRIC IEA B te DERBIO RIC IO Til 
AWD 0, Z OBEAILILIDD & PACTERIRARE ORME BIL LU. 結 唱 
OMA OI 6 LANDEBEL Z MOBIC ILES 6 PERMOBBS LF UT 
ABUL 25 % Wale % WIT HIKE LIB 9 

ABO EWN AAG Ue SORTASE =X HE, WAOM 
CFL SAAR BABA IS & OAR ARC UWE WIRES BR 
ORME SAY, BD AO RA (C)Ic HE ee OTT 
第 = 表 

| 


ie 3 地 a 6 % yo 


AEB RD | 1.535 | …… (1544 | 0-009 | 
H 立 29] 15957 | 15410) 1.5435 | 0.0077 | 
wm iy | 1549 | 1.556 | 1.558 | 0-009 | 


1) EASE, HTTRRYARUKAL, 5, 82, 昭和 6 年 。 
2) Ghia, PEBMRMG Wi) ky 8, 325~528, 昭和 5 年 。 
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は 殆ど (001) に 下行 に し て , 複 屈折 其 だ 喝 く , OE WIM OF HAT ¢ 
HEARN UT, Bx =X な り 。 

AVEO BTA 2% を その 粉末 に 就き , RORY EBM IGE AW ECE 
CRBGEZ £OMELS も の は 第 三 表 に 見 る が 如 し 。 
ZAFIRA AIO HPAII Sl, その LS Lo WHE 
HET ep RBEIC CMS B も の は , Haddam, Connection’ 産 の も の な 札 ど も 
eee S24 5576 (Fe 6% を 人 む ) に し て 峰寺 山 産 の ate = E554 
(<0 LFA Lo 

本 草 青 石 は PRION BAB ER, WRAL ジル コン を 有 す 。 就 中 注意 
すべ き は ジル コン に し て その 周 園 の 草 青 石部 は 守 著 な る 多 色 性 電 輪 を 時 し 
その 幅 は 約 0-038 mm な め り 。 そ の 多 色 性 は X=bright yellow, Y=very faint 
yellow, Z=nearly colorless 70, LOMPRAMBA ¢ DIE fale と 
ORIENT BULO BIE LETRA Oo 

KAR WEF (LEBEL OWT IIIA CIARA EMR UTE ERB 
め 得 ざれ ども , Ze 900C VY) EDU ASAP NCHS T MANS ASH DNA 
fo )% BF BIL 0, X=pale brownish yellow, Y=Z=pale violet と な る 3 
AAR 6 IS BE ED LO PPR & ES BIBN Le 


草書 石 は 甚だ BPTIEIN BOB ¢, RAO IN Baie RUMI AS LAL 


CHURUE HBG IIS 0, 更に Ed SMT Boa HEE 
を 多 草 生ずる に 至る 。 

SRE BEG WHATMAN & JOEL 存 す れ ども , MER 
SES MEO ROS 6, KC ABA L. 何れ る PARAL 
OMiiKiidn 2% lL, AS 1~3mm と す 。 時 に 草 青 石 結晶 間 に は 5 mm に 及 


1) Rosenbusch-Wiilfing, Mikroskopisch Physiographie, Bd. I, 376, (1927). 
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ぶ 大 上 晶 を 見 る こと あり 。 
As itis (LOT Dh 22 US LL, 叉 周 線 部 に は NY RAR AT BO 
HO, BMH CRS MEL S ATES 
& =1.540, y= 1.547 ; An 22% 
に し て , FI TP V=-ALBS. ZY schistos2 nucleus HCAS A » PE 
石 (An 20~24%) に 比 す れ ば 路 同 成分 と な す を 得 べ し 。 

ASR MPA CAL 6s St, BES LOHO, MER 
tithe k UCMPANICMEUGS. BOLL. KEL HE LOM 
係 を 見 る に , MHLEOKRMLREOWEOW IM (c) LMT S IDE, 
全く 直 変 せる も の と の 雨 場合 を WML L, 興味 ある 開 係 を 有 す 。 AOS 
DK BALA ROAM Lo 

B=1.594, 7=1.597 ; 2E=74° 20 

BE 石英 は 外 殻 の 内 側 に 位 す る BARC t Vee v—ALIEAELT 
FAM TSS. MMOH E UCRIAH AK SMD RERRO TY 2 
ク レー ス 間 を 埋め て 僅 達 せ 9 。 鏡 下 に 於 て は 石英 と オリ ゴク レー ス と は 属 
FAR OP 7% A CFL ALOR LAS 場合 あれ ども , 甘 存 せ 
る オリ ゴク レー ス は 石英 よめ 低 き 屈 折 論 を 有する を 以 て 識別 に 難 か ら ず 。 

Ban AULA ABI ¢ と し て 甚だ RICE St, BAKO Wh 
に 只 1 fe RE BAS, Mae BES 5mm HES AINE REAM 
AMBRE 2 75 LCs SERED BRITE < AFE L, PLR & UTA ROBR BBL 
AF 7 

AVEO ACI S PEAKE TAR 6 FE OTS RK CRG 
確 物 を 思 は し むる も の あれ ども る も , HEBEOG —T OC BE S BSAC 
BUA tERL, ARMERRC BS. BE oe は 包 豪 物 と し て 含ま 

、 PORES 路 一 致し , 叉 7 は それ より 明か に 高 し 。 猫 本 確 の HAL HS 


本 162<16) aR Rh hk ® 


NS ABARAT SRA Ae RT SILO, 即ち 
X’ (e’)=nearly colorless or pale brown, 
Z’ (w’)=light blue or yellowish brown. 

CUTUELORMEA BAA II—EST OILY © 

im HHA Ne ICS UTRMCIER YE <6 BOM RAM 
HOM LS SPAR IZ UT, 通常 火成岩 に は BNC LS PETS O, HaHAIE 丸 味 る 
HKALE S, KIA eR T EDEPLERTS 
PEDRO Sp Ais IRAE Ae BLD (AE IO CAST LILA Dr & % LE 
WHA S bOB 6 COMM ILS mm EF, ZIM WI Ct elt 
2 ¢ KATA L Sb MBIA”, TORS 0.05~0.1 mm と す 。 Kile 
BME UC HA, 4) 7 レース 及び BEPC FFT. EA RERA PI 
ジル コ > NL 2 FG tS o 

PBT UR SW LC Pit PR 2 Wi FS PUSS DETER SD ARIRA O ALE 
WEL, ZIG IV TF > ン 酸 アン モン BR BIMT RE BOM HOUR EC 

DIBA B IHNRO IZ Ee 2 Fo 
ジル コン AURIGICE ITIL, ZOMAF 0 AAS BC AAG UT 
0.015~0-03 mm 70. Rr’ MEARS BHA PI FES > SORE 
OM < KRARBOZ aie BT SPU CBRE LAGE Es ey る を 
得 べ し 。 ジル コン 結 醒 の うち に は RICE 015mm に 達する も の あり の , 
(100) \= P45 75 B SFR AT OL, HAD NS PETE SEO FILS 5 

B. je % 3 (matrix) 

Adee BE BERR IEC S FENRIS FADER SL, 肉眼 的 
AZ RORKLYDRORAROUREE LE EOMS. MICAH IER 
Ay EDR Bt #7 36% in wt. の 混合 比 を 有 す 。 

RMRMORS AIA SRT ICMAT ACHR DIEKS 1~6 mm の 


VN | ce ae 
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FTL A VARA 2 L, IRF LEH, HERG ROREBOMK 
LY ROWER SA, HID L UT BF ORURGR US 1 1 ン を 有 す 。 


BRE b RE CLL PRIUS LTS 


< OFA FEM & ER tL OBAL ST S ARASIL EE I GRO JAB I 

TMNT SPE Oo KRILKRAHORMDED IWS FUT ~ Lo : 

石英 THEOL 部 を 占 む る 石英 は 大 小 種 々 の HAE OBO, AK 
ATKIN O. ARF BE UT, ROWER する も の な し 。 BAA 
BORRERURZEE WHEL, その 結晶 作用 は 原 岩 弟 固 の RAMS CH 
MEAD DAM し 。 

#ER 自 形 乃至 生 自 形 の 短 柱 欺 を 時 し , 石 英 よ め 早期 に dae ent 
THEO. 双 卓 に は テア ル バ ィ イト 式 及 び ペ リク リン 式 の 遍 者 あめ , 系 帯 構造 は 
一 般 に 明瞭 な ら ず 。 ARGOS AH LOA It 

of =1.541, ‘=1.547 
に し て An 24712 LA) 2 V-AIBS. CeRHBARRO AK 
に 含ま る ゝ > オリ ゴク レー ス に 比 す れ ば 成分 上 に 大 な る 差異 を 認め 得 ず 。 

Sen BEAORWICIt MED 0, 即ち 球 題 の 表面 に 生々 SRE 

達せ る も の と , MMAMIAN Chk tS も の と あれ ども , MAOKBEA 


は 殆 ん ど 差 異な く , 淡 の 光 看 性 質 を 有 す 。 


[a=158, 7=1.636; 2E=10 
lx=pale brown, Y=Z= brown. 
AMEE GMO 1 3 -PAPGASZ ele BT. 叉 上 記 の 屈折 卒 を 
schistose nucleus ABLE 5 AERIS HULA 4 8G & HS 0 
= le Re MB 
BRE i Ze BALE tS AREAS USP IES BELO Arle 
32 LS BEWRHER  B LIFIL Tom BET SEMOKRE LAT. TO 
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 BibIP RPA LU CREMEMAI BS. 

AB eR FIRS SIC BEERS MIKA b 石 よ め 成 り , HE 
MC BES SKEOLBMIL seriate fabric OU BAAME ZT. その 唱 
BRIT IAA OBE AION IL Ds B BCHHE Fs Hise (granophyric structure ) 
RARTHPHO. CNOOMMEL OLTABOMEET & CKAHMBOR 
anENSE EK ALOL HESS. Mima eS bt Yaz 
V—A, BERLORERL OMY, PHOBERSRO, BL UTAH 
OVIRE RU Sv ay REV 以下 本 岩 の 造 岩 磯 物 の 性 質 を 記載 すべ し 。 
BREE 本 岩 の 規 出 部 に 於 て 摘出 せる BOREAL Zt OMIM BLOM 
HD 固着 せる た め 結 晶 面 の 良好 な る も の は 殆 ん ど 見 られ ざれ ども , 結晶 
外形 は て 010) LEAT DBMBS SO DS Lo MPN ORIEL & 
面 上 に 於 て は 肉眼 的 に も 2 AN PA RUS BX Lo 

FZ PROE Le tithe UT (010), C100 う 及び (001) に 路 和 下行 な る 薄 片 
を 製 し 諸 性 宙 を 鶴 察 せ 0。 本 長石 に は (100) に 寂 行 な ぁ ペ ルト 構造 酸 填 し 


その perthitic lamellae に は 二 種 あり 。 —AHIKE SHAK BURA O | 


良く 長 達 せる も の に し て 草 長 石 Ce'=1.531, , "=1.588 , An 5 錠 ) に 属す , 他 
は 前 者 と 同 方 向 を 有する も HMOMd THE 2 Re ET 8 OUT, 
(010) 潤 片上 に 於 て 上 比較 的 よく 客人 察する を 得 べ し 。 
DKA BALKOLAERY AL, 水 長 石 に 該 和 洛 せ 0 。 
opt. pl 1 (010) ; b=Z. 
a/\X (Bxa )= ; optically negative. 
w=1.519, y= 1.525. 
C OBEKER A |= Ik AE UTZ HORRA, BER, HERRUARY 
倉 有 せり 。 そ の うぅ DEBAAIK & SALA RET LODD OF, その 成 
分 は 酸性 の アン デジ ン (o 三 1.544 7'=1-549) な れ ど も 周 線 に は 酸性 の ォ リ 
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aU A( a! =1.536, y=1.541) の 被覆 帯 あ 有 す 。 

火 に 石 基 部 を 構成 する 諸 磁 物 を の うぅ bh b Hit LEHR A OWE 
的 に 小さ く な れる も の に し て , その 量 は ARAM LTH Le BE OF 
<b A} 赤 包 豪 物 と UCR ESE, PRA RO BRA A UIBPTEIE w= 
1.518, 7; =1.525 (2 UC bated t 2 < BR ZO, 

SRA )iithlt GHHRKABs 時 すれ ども , 多 く は PAB LTZOR 
3 0.5->8.0 mm と す 。 RH Wah eH LAK SARAAIC IE TA EE 
Dia eT. MRL CT RERVAA, MURICIME FS bO 
dave bes Lie A 1 bP Ape RT LOWNDES. ARHEAD 
Sob Ac BS WES SD APTA 

2 =1.544, 7’'=1.551 ; An 33% 
に し て 酸性 アン デジ ン に 属し , 班 短 長 石 内 の PRR & 同様 の 成分 を 有 
す 計 然 ? に 之 を 天 題 岩石 に 含ま る > オリ デクレ ー ス (An 20~24%) IHS 
れ ば 一 大 基 性 な り 。 
Seay 一般 に 1 ユ ~2 mm Opi eee t b, その 光 BEA KOM し 。 
[=1591, r=1.652; 2E=20° 


|x=pale brown, Y=Z=reddish brown. 
ジル コン WRAL, WA ee He IRS oO AGRESEEO DTA Ih ORB 
Ar FES 8 DIL LAL <<, FEMI KE Oo 
ee 本 確 は 一 般 に IC UC 従 局 的 成分 を な せ ど も , 場所 に よめ て 
iS Lom に も 達する 粗 粒 の 集合 せる 部 分 あり め 。 KDKBELAT o 
w=1.559, B=1.591, 7=1.595 
> 
Il ft BR & 
峰寺 山地 方 に は BA ICA HORM ES EOHO, Wir 記載 せん と する も 


4 16620) aA BR RK S ft 220. 


OMAR DATA CHER St, WB ck OMB aOR 


た る も の な り 。. 


本 岩 は 不 均質 外観 を 有 し , PRES as UO ihe ¢ gt OBE KE OMS 0: 


前 者 は 片 理 構造 の 療 し く BEL S RO AIWEMO 石 目 を 有 し , その 別離 


HOLS BEAT o CIC RURAL ELE OR LD GS Ane 


旅 色 の 細 粒 質 岩 に し て 光 澤 に 之 し 。 5 
BMS ABOMBLKRARRS 2c, HRW OLARONWEK 
差異 あれ ども , MAORI 雨 者 に 共通 な 0 。 Bei OE WED 


は 石英 及び REE UT, ZIKCHBRARO FHA DO» BVA & - 


LUGAA, 523 > ン 及 び 焼 灰 石 を 含む 。 HIRAM IC は 特に SRORAD 
を 混 有 し , 上 且 片 理 面 に WOT AO 群生 を 見 る 部 分 あり COMMS 
i 
第 四 表 
HELD i Hi BH OM 福 灰 色 砂 岸部 


a. oo ee 多量 の 粒 其 石英 より 成り 
HEB V RHIC WORE ED V 
m SS th ra cake pated Med WHC Mt LCA RICHES 
y=1:640, 2E20° 


y= 1-64 
X= pale aig dene brown. X=pale yellowish brown, 
Y=Z= brown. Y =Z= brown. 
H 2 皇 fd CALL PU AK & te L, ASE 
CREED y=1:596.: y=1.595. pha 
SH | Meher LBet. gh sua 
(47 A%v—-A) | ee'=1:536, y =1-544; An16% AAS, 
re 中 Ly) 0 c= 
EAH | MERGE Lee L,| BRAM RES bem - 
IEF Do 
ジル ん っ RRA | 少量 存 す 。 少量 存 す 。 


石英 本 確 の 粒 は 筆 0.25 mm 以下 な れ ど も , 旅 色 砂岩 部 は 黒色 灯 板 旧 
(2 DAI EA k OM AD AE OS, BIC HEI Tk 石英 粗 粒 の 
BARD ESE LU ARICA. RE PORRMILEDK We 


fi 221 3 a a . ear 


' BETHEL, WHOL OAR LRAT LHR 0 
| ee 
BBE. HAMMER ROD BOMB 2 OURA BERR ¢ 
q Rh ins eee 
TE Cr) は 球 題 岩 右 を 構成 せる MERAH UCHR E 8, BOURE 
MECHSE SS LOKI TRIED IME Lo 
ASR MRAP. 少量 は 混在 すれ ども , 特に 砂岩 部 に ZL, RE 
& 0 S/R HI Ze EWE L, 片 理 に 深 ひ て 石英 竹 間 に 散布 せめ 。 
BRB 本 岩 を 構成 せる 無色 確 物 は 主 に 粒 苦 石英 な れ ど も , その 間隙 部 
lds SELF LE UTP RORHEA 2S 9 WHINE LCR IL EG 
BER BUS SLU TUTE TEER L © 識別 困難 な る も , その nbTAE 
It of =1.536, 7/=1.544 (= DCB ty a V—ACAN16M)ICGEGSY 
の と 推定 せら る 。 こ の 符 長 石 は 砂岩 よめ 閣 板 岩 中 に 多き 傾 あ め 。 
BYE 主 に 時 色 粘 板 岩 部 に 多量 存在 し , 砂 岩 中 に は 局部 的 に 少 量 存 す 
BUCS RRR te UC RTC ESL, 均質 に 分布 せ 0 BBE 
BK OTA ABM EB, ENB Td MO SBIR 
す 。 MEARHMABRL UTHTSLOESN Lo CORAMBREON 
He eH KOEN S TUL BURG LS OBER ZG RT 5 CREM 
は 燃焼 に よめ 全く 消失 せら れ た の 。 
Ean 電気 石 は 副 成 分 中 比較 的 多量 に 含ま れ , RAPHE 3 HID 
Do MG 3 0:.08~0.04mm の 自 形 短 柱 欺 を 時 し , HO BR ILS oe 
ros 本 結晶 は 直 注 光 を 星 し , ARO RM BS. COMME 
3 w=1.655, ce=1.623; ¢ - w=—0:027 
(cL CHIRIDTEE Lo SLADNIAHEIK OLE BR 3 L, EARMOINTE 


周 線 に より 異 る 色調 を 示す , 即 ち 


・ 本 16822) ; BAR DEK & 線 299 


¢=:nearly colorless or pale green. 
w=greenish brown or brown. 
WEA CEA AREBIIBA EU SFR PTH Eb, HIRE, 
ME LOWBIEEIS & ORBICAT BREN Lo 
猫 副 成 分 Mt し て 少量 の ジル ュ コン 及び ARB RAD ES, 往々 に し じ て 
結晶 形 の 完全 な る 移 粗 粒 品 を 認 ぜ る こと あの 。 


津軽 十 二 湖 附近 の 永 河和 遺跡 に 就 て GRD C1) 
mt Fe 川 me 治 


=| R 

ye Bw 

十 二 湖 の 位置 と 通路 

一 般 地 形 …… 山 系 水 系 

地 A RU PR HL RA 
Hansa Ra tf ARTE Ages 
BhdS oh Bi mA ReKA 

特殊 地形 ーー WHERE We & SE ERB III 


uO = “ 
筆者 は 昭和 七 年 七 月 財 園 法人 率 藤 報恩 和 博 物 館 の 探 集 員 と し て 青森 刺 西 
海岸 の 岩石 , 鐘 物 , 化石 の 標本 を 控 集 し 十 二 湖 附近 に 到 る 。 そ の 辻 時 十 一 湖 
LER H WUBI KOTHARI S &EOILH SSSR OG Kis SHE & Moke 
FEO 0 TRE /V A ARE TA 2 S40 DUA HABER A LTS SICBINO, 
今春 報恩 答 より 再び 控 集 員 を 命ぜ られ 七 月 末 よ め り 八 月 上 旬 に 至る まで 同 地 
に 清 在 し て 調査 を 行 ふ 。 時 愉 も 東北 帝 大 高橋 教授 は 八木 理 臭 士 と 夫 に 津軽 
i AODIA FEB 6S SL, — A BR Oh 現地 指導 を 賜 は る 入 者 
DFEROBR & PHAM LT, BEG OF RE, BIKA AS BHR 
ECE 6h, 種々 教示 を 和 興 へ られ た り 。 


RN 2 ON 


名 223 or ae ec 8 169C 28) 


筆者 は 以上 の 材料 に よ つ て APC EL, BTEC AT 本 誌 
BRO ie SS LIS BRUT, 先 つ 本 稿 に 於 て 澤 堆 石 の SP Ai RRS 2 HE ¢ 
を 本 和 旨 と し, ARH, 237 HO SY OD RIA KR OTA ROT 2 E 
表せ ん と 思 赴 せめ 。 然 る ぁ に 筆者 の ZAD BOL UT, 本 邦 氷河 研究 の 最高 
HEB T: S ))ERIATEAD, 高橋 教授 の 内 報 に よめ 末路 の 嫌 な く 訪 地域 の 踏 
Bile 6h, 筑 地 に 就 て 各種 有人 穫 な る 指導 と 教示 を 賜 は れる 事 は 筆者 の 感 
PUI A SD PTE Oo INGE OR 6 itr SRROKBLZ BACHE 
abuts HY (OU bE OMIA AH t BOR Ld, AHO MAS 
事 多 く , 落 に 筆者 の 深 甚 な ぁ る 謝意 を 表す る 所 な 6 

本 研究 の 用 行 に 党 り , 各種 の 便宜 を 興 へ られ た る 秦 藤 報恩 連 , WOK RR 
育 課長 , 水産 課長 , 水産 試験 場 長 , E+ IME RA, RUS KARO 
Z OWA RIPE L, KTCASAA HH LO BE A2TL~ 6S WORSE IK 
謝意 を 表し , 併せ て 上 製 剛 その他 の 任 に BS} HARRIE HF tc Reet 
す 。 

津 護 填 二 湖 の 位置 ご 通路 
PR Ze Rh FP PRR RAN ee ko A Ry 6 AT 
幅 陸地 測量 部 二 士 高 分 の 一 , Peele 
同 LEB ao, 深浦 岡 幅 
名 , - 笑 深浦 賠 幅 に は セツ > 池 と あり , こ の! 地方 に て は 十 二 湖 と 呼ぶ 。 WHO 
Mim skm PHOLCAK 三 士 個 以 上 あり 。 AH 何れ の 十 坪 
湖沼 を 指す か 不明 な る る も 地方 人 の 毅 見 順に ょ り て 敷 へ 命名 せる も の 
な らん か 。 
通 路 RAE —> RRR A — TLE SE Ft — 6km —> Pi 
FE; AAAS RGR AGA — TREBLE > ERE F i —> A Hi28 km 
ー つ 岩崎 一 > 徒歩 10 km —> > ET 
) 奥 孝 線 機 織 騨 に て 乗換 へ 能代 を 経て 昨年 十 月 開通 新設 の 松 天 過 に 下車 す 
DRE db BEKO KAKOMBRDANL © ME wh Bre 6 (SATIRE BE BK 
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屋 運送 店 主 , 菊池 養魚 所 主任 宅 に つき て 問 ひ 合 す れ ば 便 な ぁ る べし 。 FUR 
COMBI MHRY SEDO LMG S CC OMSEILIR, 猿 , HEF OR BW 
7S O) d biked CHIL UT DEORE L, FIED AKO LIED 90 

C1) WIN (2) 不動 瀧口 (3) ie (4) BEN (5) HRS 


1 = i Mt sk th : 
1 36st 2 AO 3 中 ノ 池 4 peo 5 王 池 6 二 ッ > 目 池 
7 八景 色 8 日暮 池 9 人 金山 池 10 系 畑 池 11 4H 12 2 va yee 
13 Bera 14 大 池 15 By 


7H) Didke 8 ASH BO PES DCRR HC Pie SHS LBS ed ke UII 
Hal ElO COACHES ONE RIC ERA DO KA IE HAE IC HEEL 
THAMBOM < BAKGEGERO MAAS OSS. ABR 
CRE be EILNO » WOM SI GR VHE D LRA IS RD © WLR IL 
Fe T. LEGO RAI Bs ROAM, —ARBO 如く 行 手 


ee 


25 e RR K - SITIES) 


| BRR Bets, 左折 し て 坂道 を 上 れ ば 八景 池 , こ つ 目 池 , 王 池 (こつ 越 


ロ 池 の 順 に 横 9, CLIENT AC CSE EA 測 水 に 浮 ぶ 水鳥 の Se BEE 
し , 或 は 林道 を 縫 ふ て 足 元 よ め 人 飛び 立つ 山 鳥 に 毅 き , 滴 川橋 より 約 一 時 間 二 
十分 に し て 青森 雌 水 産 試験 場 十 二 湖 養 急所 に 到 る 。 許可 を 得 れ ば 宿泊 する 


を 得 , 余 も その 恩恵 に 浴 せ し 一 人 に し て 万 員 の 好意 に よ つ て 愉快 な る 旬 日 
を 送れ 0 。 


ABV IL, PLOWS MRED ©, A (CHAM & も, 破れ 池 , 大 池 。 ett 
池 を 通り HR & OPED IZ 谷 を 下 れ ば 上 日暮 の 大 断崖 頭 に 出 つ , 引き 返し て 日 
暮 地 を 過ぎ 園 き 丘 を 超 の ひれ ば 王 池 に 出 で て 右折 し て 貢 立 養魚 所 に 到 る 。 

新谷 澤口 は 岩崎 よめ 新湯 , 奥 湯 温泉 に 通ずる 林 用 鐵道 に He CRIEA 
POCA LAR? LOT RABI, BOW, 中 の 池 湖 呼 を 過ぎ て 
PEACE So PEM, ERED b も 道路 改造 せら れ 歩 行 極 め て 易 々 た 0。 

ー © 地 # 

余 の 調査 司 域 は 束 は 鼻 内 川 に 南 は 大 峰 澤 に 西 は 日 本 海岸 線 に 界 せ られ た 
る 小 司 域 な る る, 調査 の 中 心 を HSIN, 湖沼 地震 の 小 司 域 に 置き , 前 
者 を 一 般 地形 と し て 逃 べ 後者 を 特種 地形 と し て 逃 べ ん と す 。 

PAID, HARMON MoT RIC ms 2 LSI, BD DEAE 
AMMO AE & HAEICIES & Old ih 1231-9m) & ME RCLONL m) を 結 
ik 1000m OWE Oo COWWRE 0 RECO TEA IK BZ ORM 
を 出す 。 KIDS ¢ WHE OIE O THIS BB M111(939-9 m)_k 0 
出 で て で て 日 本 海 に 至る 北方 の も の は ACM HS HAO b の は 南西 に 走 め 


て , COMORDH SMC FCO MBAS S Bile Hh. COR 


Hit 200m, 300m 間 の 海岸 段丘 の 一 部 を なす も の に し て この 除 近 に 於 いて 
特に 姜 達 せる を 見 る 。 REBUILT EK O PAIR PREACH TT ht) T 
良く 肖 達 し この 附近 に 於 いて も 次 の 敷 段 を 見 る 。 
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20m 以下 海岸 下野 KRAWAA EL OL BES 
60m BER BA O AMRIT 
80m 段丘 BANAL Ar Bele) BEES 

= DBE BU! 60 m PEAS LIME dO BEBE 223 | T 7H 22 SES 


160 m 段丘 

200 ~300 m BY fe 

300 m ARIE BE Ee 

400 m 階 近 段 丘 (東西 断面 園 参 照 ) 


AR 1000m 山脈 は 分 水 狂 と な め 束 傾 面 は 念 傾斜 の 谷 を 作 め 笹 内 川 に 
TES, 息 内 川 は 南 よ り 北 上 し 更 ら に 西 走 し て 日 本 海 に 注ぐ 。 西 傾 面 の 川 は 
殆 ん ど 西 に 下 行 し て 短 か く 然 も 深き 谷 を 作り 段丘 を 開 析 し て 海 に 注ぐ 。 谷 


は V 字 型 極め て 明瞭 な り 。 然るに 濁川 の み は U 字 型 な し 大 い に 趣き を 


異 に す 。 

以上 は 地形 の 概要 に 過ぎ ず , COVERS SMI KAA OBES, 袋 谷 地 
WZ, WB wwe O BSE = BU CS, 特殊 地形 の 項 , HE OS 断面 園 を 参 
Heb DABPE 

: 地 皿 

安山岩 VRE UT BUS, DORR eA So AG 6 地域 内 最 古 の 時 代 
BT SSO UTIL, 小峰 績 に 産 す 。 大 崩 に て は 節理 見 の る も , HERA 
は 板 欺 の 何れ と も いひ 難し 。 AMOR AAA EO THE So 恐らく 
BZN AOA BT Le : 

See この 和 集 塊 岩 中 に は 安山岩 及 石 英 粗 面 岩 等 の 岩 塊 や 含む 笹 内 川 に 
TEC DERI PARAS EOHO 。 大 崩 北 方 400~500m の 等 高 線 附近 
k OPED Lint, RA HEA bi) 附近 の 林 用 軌道 附近 に 著しく 谷 達 
する を 見 る 。 叉 須 頭 場 池 の 東北 岩 に も 店 出す 。 此 虚 に 産 す る も の は 堅 統 な 


got AR aS IBC) 


SiO Lo IRIE し て 往々 酸化 ~ “Ww » Dieh7 FL 6 SOPHIE 
ALO) Ze i PRBT SEO ML, 


= i Mf ae hb A ay 


— 右 英 租 面 岩 FOE BNAND SO 1/2em MS, FRAN EO’ 1/2km 
Mist, 汐 ヶ 島 及 その 南方 の 生島 , lee AD &O 1/2 km 附近 を 路 々 海岸 線 
PAT ICI RAAB KR eS CRE L, BOS A THE LM ee 
ACIS SHIA RE BRE Oo WE A PFT I RH, MGR eH ORS 
川 , ABET Oia t OC 玉澤 北方 の 高地 , 大 池 西 方 5300m 高地 , PPE 
300 mH FEE OS PRA K O MEER AMEIS UCI IE 3 O E, 節理 
WWI BET SEOL, 何れ も LASSZi~EDOL HO, AWA < Mid THE 
な り め り 。 balOR MAAN IL, ABM A OSE FLD &, 本 項 の 岩石 噴出 の 
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了 時期 は 概して 前 記 集 塊 岩 生成 以後 に 局 す る も の ・ ゝ 如 し 。 

眞 珠 岩 質 集 塊 岩 石英 粗 面 岩 と PTLTO 西側 に 海岸 線 に 沿 ふ て 川 の 入 
品 際 近 及 段丘 の 前 面 に 産出 す 園 幅 上 の 濁川 階 近 の 水田 中 に 存する 岩 更 は 皆 
これ な り 。 MNLBKO RAO BMES LS EOI UTHRRET. F 
の 生成 期 は 概して 上 記 流 赤岩 以後 な る も の ・ ゝ 如 し 。 

Ree は 石英 粗 面 岩 及 び 眞 珠 岩 質 集 塊 岩 を 貫き て 産出 し , 黒 色 叉 は 線 放 
lL UT EF AHEAD LEROMS HE DRLABEMRG ALAS. Z 
DUAN FIO ORNS ELLA L MINE S LORS Leo 

HEAS 越 口 池 の 北岸 に 産出 す 越 日 池 の REBEL SEA) 
岸 よ り の 断層 に よめ て 切ら れ た め 。 そ の 其 庶 部 に 於 て は ウゥ = の 針 , マク テ 
ン , マク タン キュ ラス 等 の 化石 を 合 む も の EAN MITE BET, 

BRAS ERWLAS SHO MUNDO 続 畑 池 の 北方 の 高地 に 
あたる 。 大 型 な る 海綿 胃 針 化石 を 含む も の な り 。 

HE HEA) LORIE BE LPC 安山岩 及 石 英 粗 面 岩 を 含む 
上 部 は 区 第 に 砂岩 に 毅 じ 下部 に 進む に 従 つ て 奏 大 な め 。 笹 内 川上 流 魚 泊 瀧 
北方 に た を 見 る 。 

Be は 堆積 旗 理 ある も の と 然 ら ざる も の と に 分 つ 事 を 得 。 

1. HRBBSSM は 段 丘 堆 積 物 な め 。 笹 内 川 の 南岸 久田 東方 約 2km の 
20m Bie LEB IC HRI A OOK SA ELS cm~7 cm 位 に 達し 充分 に 


丸め られ た る も の 多く , THEO AMC AHBEO BUCA ReES LO 


wb Ze MOM LABS ONO S Sm 以上 
MES. Lib OMB SIAR OME ERS 2 ROMER 
な り 。 ZL OMOWUEICE TATED S LORBRDSICEG Fo 

2 MARIE DIEGO WARERIC UC SEHR LO. HZ BO 
な め り 。 こ の 新 ら し き HWE L UT BME UT BIC TA 
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KRARRRAO BUCRANK kAWE, 現在 の 流水 に よ つ て 堆積 し つ ゝ あ 
る も の な り め 。 

Bir & & C Oia CI OT RIE BILE OP % > BERD) 
Do CORBA A THA IALS 5 MO bik ARTE F CE 
LS tHE GC AE LOM LUMI ABR REIC EE 40 cm 位 の 大 さき を 
AS SHH SELES. LARWOUPK OB RS AS SKU 
ZU 0. BAY, 落 口 池間 の 渓流 中 , BW, 落 口 池間 の 漢 流 中 , Rom, 
PULMOREh, 中 池 , LOW OBI Ed 2 re Ss BELG Bo 
これ ら は 現在 沖積 し つ ゝ ある RIC UTR EL UTHIIE, BAS 
等 な り 。 更 ら に 矯 頭 場 池 よ り 丸 味 あ る 尾根 の 上 を 通り 新谷 洪 の 谷 に 下 れ ば 
この 谷川 に も 控 渡 ある 奏 の 堆積 し つ ヽ ある を 見 る 。 IBONILMRAD B 1008 
[IL EH) 500m ASE PER Li BATE A ILS ASIC BEES 3 OR, See 
HPCE S LIGA CAMHS S LOK ADIL NOOMERE 
塊 岩 を 母 岩 と する も の な り の り 。 

BWEHSowM は 上 逃 の 如く 谷 に 溢 ふ て 現在 の 洪 流 中 に 時 に 選 を 遂 見 し 得 
DOA’ SF, MOTHER 5 METRIC SRR Bo BI 
ARABI & 0 AMITIMIL SIC 4 AER O 3m 以上 の 高 所 を 開 
BELT ORES SOUT, © OPAB ld Tillite k 9 成り , この 中 に 控 痕 
DBE OMPERS HG (CL 10 m PIL DSEBAPNSENS & HE 50 cm 
LOBED 2 We BELL). MMOLE CARIES & 089 8 m 位 高 き 所 ) BR 
: OPEB TAFE O 5m 位 の 所 に , HED HF EBRE be —LMEDO 
AEB eRU FLOR DCO BS OREMLM (BID 
AR ESHERRIE BERD 6 tr, COA BILD & OLY TBWE BES BILD 
PAA. OUND IU S SRMOB LCA 1m AOS 


日 暮 断 岩上 より の 崩壊 物 を 母 岩 と する ARR O. MREOR BO 
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BAS BAS, BUA RAET Lo ITB A S ROMA It HMBOKRS & 
BRATS EOIN UT, HEU MCS 崩山 の 容 山 岩 の HROAA EO: 
USHOICHE Lb AES (ID 8 TOMAWE 崩山 を 中 心 と し て HE 
DUBUCIS & OM bo ME, MUO MN Ae HE LCD BU — I DIE 

ig LUBOMALES 0 LAER LT, | 
GH ILM THES LODO 薄弱 な る も の あり 。 最も 鮮明 に 保存 せ 。 
第 = fs 


SOULE ORL ORR RAREP XY tee SPD 
SHO hai Cx 14) 

Bart: SIAR Ra RRS CARL UTES o) CUT RREERE 
LECH Oo HRILROS HR HMA IK BES UC ee 
ATER T EOHO, LIME OTH I S6OH0, ARTSiEOH 
め 9, 人 各 面 に よめ て 方 向 を 異 に する も の あめ, 長く 全面 に 並行 直線 を 引け る も 


231 RF wR #8177081) 


DA 0, MID < ir C BML & OD 0, NOCHE SDM ¢ MBO & 
DAY HO THHOMS LOH 9, KMTBIO LL HEA G Bs THR Cnai- 
bhead) も 少 か ら ず 。 HEBWICS IL SPUD ¢ 2E¢ Aim BAREIS UC 


ZAM ORRRUALD k VER SRD oH 
Cx) 
向 複雑 な り b> SBS LCBRBIR). 

RRABHRS CORA RABE UTHAA の 岩 塊 和合 むこ の IE 
一 帯 に 極め て 庶 範 園 に 20 hho TPE <§ GEES, この 岩石 を 旨 き て 石英 粗 面 岩 
0 湖沼 の 大 部 分 は こ oC ee 
する も の な の り め 。 こ れ 恐 らく は 高橋 教授 等 の 所 調 上 部 終 色 北原 岩 に 相 党 
な らん 。 CRI) 


~ 
f 


- RAL UT, SCID L LCHMME 5 tt, SIRS EOD MEI BAT, 


本 178082) ne ak: a. Hy ese 


SPAR LE FILILAABICRT | 
ams: Ul eK MM 3 


A REDE Lt EFSLATHEB STEN cE ©, 赤石 山地 の 北 場 が , BS MEK AE 
WG Ss 部 分 に 近く , SOE, BRIE, HERO ERA SBD 
PARAE (KDE 2 包括 し , その 或 る も の は RAE, GEALEROR, BE SESE >| 


SLENOK L し て 控 忠 せら れ , WORKS &OMMILERRE ¢ UT, ECP 6 
れ た ね れ ど る も, WOKE RLS © SUI L, FORMA < BUNCE 

HST, AS OHM LI LO TMB 6 tr, 多量 の 金 を 産 し た る も の ゝ 如く 
近年 青 び 金 山 と し て その 経 療 を 開始 せら る 。 1 

AMTIOR: B85 しき 特 徴 は , その 大 部 分 結 品 片 婁 帯 に 局 し て , レン x 
ARISE MB ARUOR BIT © Lb, ARO EAM & A, MEIC 
BRO 2 ER SL LIT UT, MOMS LARA OR + OS BM, Z 
OPV CHC ILG Bs RO ¢ 

© OBEROI IL, BUT AKT) REARS LC, BRET Cc EDTA < , 

SG LoMAGOTBRs WHR L,-ReESRRC HS. OR 

WBS te w= 156, 7= 15972 に 近く , HO の 方 向 は , SPM BAI 

< 何れ も よく 白雲 母 に 一 致し , 光 軸 角 2 =57* SKECMUHNES, # 

色 乃 至 淡 線 色 の 多 色 性 あめ , 肉眼 的 に は 鮮明 な る 草 終 色 を 旦 し , ERIC 

THD 7 o—-AORMe BT S% UT, クロ ー ム 雲母 の 一 種 と 認 ぜ ベ 

Lo © OB AKL (= California 中 Mother lode の 一 部 等 に 於 て も , 


la ee 


中 233 mH Re 短 報 文 - 本 179(33) | 
HE URO SMOURICRROTHE L, Marioposite の 名 を 以 て 呼ば れ ね カー 
FAQ, Porcupine に 於 て も , SOUT 2 MILE SBI & UC 
知ら る 。 この 外 Fuchsite 2 AHL, Zillertal HET S ov — 2 SES 
Larsen (= に よれ ば B=1-595 12 UT, SRBEO 4O ¢ ARI Bt. 
これ ら EDO WAS, HENUILORTB AT & ES 2278 <A 
LH, WAT, 徳 氷 重 康 , WERK, の 諸氏 に よれ ば , ANTE NERNII 
村 , 同 周 短 郡 水 裕 町 際 近 に て は , 結晶 片岩 中 を 貫 ね ぬく 石英 中 に 線 基 叉 は BE 
Whe 7S L, 容 僧 郡 井川 村 日 抜本 よめ EJ BRPR AO! 大 江 に 至る 間 に 
は , AAJ Ze EE va < RERCHEC BE L, thd 2~30 尺 乃 至 300 RL, ELE 2 BI 
ES DERASES LS MERIT IR TY EaM ee WEL, Et UB ek, 
20 — LOE KEPPEL LOMO, 何れ も = ッ ケ ル を 伴 な へ ども , TOF 
DS UCHR THAT © 金 時 魚 山 に 於 て も また これ に = ッ ヶ ケル を 件 な ふ _ 
£0» il Lo 
SHIRE, TERME SWUM S & 0 2 Men L, MB 
Awe LS, MUEOLRIATHLS BPS, AKA aE 
石英 脈 中 に 産 し , BER COTARIC LC ISR 2e TL EF IS 重 屈折 
AES, EAZCRBLO HME IC に よれ ば , その 最大 屈折 卒 は 7=1.588, 3th 
2P=16* は , 共に 滑 右 に 一 致す る を 以 て , 今後 化 幅 成 分 の 明 と な る まで て , AB 
に この 名 を 以 て 呼ぶ べし 。 
WA PILE OMN, =I Fr, クロ ローム, HK, BE GO, BNO — 
Mit KRBMCmative bismuth) と UCHHT. COMM ADRS J ODicle, | 


テル ル の 反 應 明か な れ ど 4, TOERARBD EGOS, HDI RM EAM 


Ly BRR RR, HOHE, WIA 37 ARIEL GES 2 RAPE, 同 第 3 名 
3) MAGEE FBUUR AIH, 大 正 7 年 12 月 。 
4) 小室 静夫 , 同 前 大 正 9 年 3 月 。 
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し て , MAD RAMEE RO, 路 天 化 産 物 と BLS > SOK, THT | 


ょ る テル ル の 反 應 と , 碑 砂 球 に よる > ン ガ が ガン の 作用 題 著 に し て , 或 は テル ル 
酸 > > ガン > 確 に 非 ず や と BA LHT ALD LE HAC 過ぎ ず , し か も この 種 
の 物質 は , 天然 に 於 て 未だ 産出 の 例 を 見 ず , Ze BINT DHE りき 2 人 然 
SCARE A OBA, 七 濯 店 頭 の 一 部 に 得 ら れ た る 確 石 中 , 一 見 方 負 
PRICFAT DEO®%, BGS Frew 化物 と 認め , ZEAMMKE, RIM IRR 
鏡 に よ ょ つて 吟味 せる に , F vv EAS (tetradymite) 76 5 HED d te B % 
WAT, © S CRBOR-RIC CHART © 

ARCADES ELIE RU ク ヨ ー ム 雲母 を 件 な へ る 石英 脈 中 , RA ER 
欺 を 成 し て 産出 する も の と す 。 

吹 管 試験 AOR eT > evel atrld, この 確 物 は 容易 に 融 び 
TI tO, 破片 の 表面 に 析出 する こと , MOF *LERBERE GH, C 
れ と 同時 に 火 燃 は 蒼 青 終 色 を 旦 し て , テル ルル 固有 の 反 應 を 晃 す 。 

この 融 滴 は 冷め れ ば 金属 球 と な り , RAMS BETH LS, AMS 
白色 を 時 す 。 こ の 小 球 を KREME CRS 2K, BAI Fr 
ELT, 容積 を 減じ , 白色 昇華 物 を 生 ず れ ども , BAF rr GeB eS, 
ARR ENS EERE) HE CO, BIBS HE LESS 


A AUER & DCE GB U, AHL BAT AE, 始め 白色 小 球 を 


得 れ ども , He AIC AE DO S FRB LES, 

AS Bie PEE REE, PRL FT 2 vO A fe HEIR 2, Fv OI fo HEM 
RES BOAT, 水銀 の 反 應 な し 。 : 

以上 に よめ , APP ILILS OF vv b BHMARML OD 存在 する こと を 
示し , &, 銀 , 水銀 , 銅 等 を 合 有 せ ず 。 


1) <ORSEEWENBRUHR OBL bh 4S SERA HD Ic も Ze Be 
層 多 量 た に 産 す 。 


ee 


て wR 短 報 交 #618035) 


Stam AUGER CURD tut, 7 ROMER 
ZY RAB AMO, Ze IIS TRE S BE, HEMET 2 2 ORE eZ HEI 
SHES | | 
また 本 確 を 奏 酸 に 溶かし , ZAR INS も , MOTERRI SS AO 
U2 LS. MOTADRILHe TET ALO LMU 

MIT, HELD OHA, ZNO HME EB, MIE ZK 
PROF vw VOILE. BF ve UE AME t BON Le 


il 


第 


ym pe 


ej Sinica i. 


Ap $8 Se EFL 1 FEGN PHD 
WLAN FA LE TA (x27) 


mamgaaiage 酸化 ク ョ ロー ム 粉 末 を 以 て 磯 石破 片 を 張 摩 すれ ば , AMRIT 
AW ORG D> UT 鹿 草 上 に 水 を 用 る て 充分 研 礎 し , 反射 盾 微 鏡 下 に 痢 
#2 ld, GANS UC SERS < , 唯一 方 に 明 肉 な る VEDAS せ ど も , 常に 


石英 の 間隙 を 充 た し て , 結晶 形 を 示 さ ず 。 
AE = aE lc hi CHONG REE A LG DB OS BE 


(ESSE oF TENCE 
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Bh, AD AEA 

RR LA CRBS 2Uk, REA a LC RD hee LE AVES, 1:1 O 
PatAPRt= KOT PN UCM 2 <, te ee OSS eB ABWRIC To 
同様 に ,1:1 OFMBBARIN Tk 1 AC UT RRB A EMD HES 3, RERIK T 
LIED NC PBBES 9 CORNICE TR 然 テ チ テルル, Fr nr Swe LAG ae 

bBo 

4G An BR ODF PEA BS 1 SPS TT HB Lo 

BE (LER 22 HH Stuld 30 PAVE RT EK BE L, 1 分 間 を 経 ば 結晶 境界 明瞭 
bik Bic : 

線 て これ ら は Davy, Farmham, Murdoch 4257 1 1. BOMMOUER & し 
て 記載 せる 所 と 一 致し , また 筆者 の HBS Ute BS ROR K ABRIL EF 
EMG, 中 本 明 氏 の 今春 記載 せら れ た る APMBSRAES MAE 7 3H 
左 の 記載 と 一 致 す 。 こ こ に 此 等 の PIERS DIN, 本 邦 に 於 ける テル ル BHA 
確 (tetradymite) の 産地 は 少く と も 8 ヶ所 を 敷 ふ る に 至れ 0。 

ABIL BOT, 本 研究 に 至 大 の 便宜 を 和 興 へ られ た る SRSUEN BIR 

益 氏 に 深謝 し , 併せ て 本 確 探 集 の PR Hae eH ABRIL ER) RABE 

太郎 氏 , その 他 の 役員 各位 に 問 し て 謝意 を 表す 。 


1) 中 本 明 氏 は 蓮 剖 寺 産 テ ルル 著 鈴 奏 に 多 色 性 を 認め ざり し も , とれ 或 は 光源 の 
Bev rick bem. | 

2) Davy, W. M., Farnha m, C. M. Micr. Examin..Ore Minerals, 1920 J. Mur- 
doch, J., Mier. Determ. Opaque Min. 1916 ; Farnham, Determ. Ore Min, 1931. 

3) PEBRAE, ARE HF 6 4B, 201~215 昭和 6 年 。 

4) 中 本 明 , HWEAUHERE, 第 40 4B, 239~241, WBA 8 年 。 
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石川 産 パ ー サ イト に 就 て 
K Boe = 

ABRAM OBIE 2HOMILIIAT S AE MOMUT MANET, 
PERL OA fhe BU AMARA 94 bE CMA Y AS FORAY 
PRIMES Lo この RICH O て は , HBRED 御 懇 切な る 御 指導 を 
Ve), LISRB LOR MARZO. 筆者 は こ ゝ に 深 て 感謝 の 
意 を 表す 。 

RBA PORES 結 品 は 約 10 畑 に 達する も の も あれ と ど , 結晶 面 は 


AGB WR  BEAIIS RE 2 IN OC if 2HE L, (00D, (010), (110), 100) 


AE Oat ae OT O 。 

HAO MAP ARS ALON teRS SHMAMLATSLEOHO, 
の 結晶 面 は (801) な る も の の 如く ,(001) 面 と の 面 角 は 約 72( 計 算 値 7 474 
な り 2。 

記 開 は (021) に 下行 に し て 完全 な り 。 叉 lamellae は 後述 の 如く 主として 
WEE ko MO, (010) He, (801) に 下 行 に 細長 く 伸び , (010) 面 上 に 
て は (001) う の trace と 7 を な せり め 。 叉 労 開 面 の trace と も 同じ 角度 に て 交 
0, Andersen の 所 調 String, film perthite に 属す る も の な の め 。4 

REPRE IST COOL) IZ 45 2K DUH WHAT B Ic, lamellae は 不 規 則 な る 輸 
廊 を 有する も , その 伸び の 方 向 は 弧 て 一 定 せ り 9。 そ の 外形 は Ml 3 HiREE 
と 云 ひ 得 べ く , 中 央 部 に 於 て 最も 大 な る 幅 を 有 す 。 lamellae の 大 さき は 大 小 様 
々 あれ と ど , その 下 均 は 伸び の 方 向 1.3 $B, 中 央 部 に 於 ける 最大 な る 幅 0-05 Bil 
Go 


1) Andersen, O., The genesis of some types of feldspar from granite 
pegmatites- Norsk Geol. Tidsskr, 10, 116~205, 1929, 
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BiB ASAE SAHIN 1/100 ES CRASS IE AS の を 用 ひび , 
lamellae の 長 さ 及び 幅 を 測定 し , こ れ を 基礎 と し て 方 眼 紙 上 に lamellae を : 


(019Z(1) 
1 CNIS. Fp eee ITE. CBO1): degree peers | 
BRE SZIDD, WES 0, Cs it BY 
Ket る 部 分 な y ° 
TL. 1 OSG 88 yaa ti o ie IV. TIT の 38h) seep E ih a 位 
を え テ レオ 投影 そる % る の 赴 を ステ レオ 投影 を る も 
に し て (1(2②)3) は 1 の 名 PI LCA AHH ie 
HD (CBE を 示す 。 


精密 に 書き , HABE EIT lamellae の 全面 積 に 農 す る 比 を 求め て , COOL) TR | 
に て は 40-326 75 A fii ET bo. L Rosiwal の 方 法 に て 求め た る に 36-2% te 
9 Fo KOTILES PY UT lamellae DAMA S SHS, COOL GI 


. 
fo. 
な 
Ph) 
a 
3 


a 研 oe 短 OR OK 本 185C39) 


於 て は ほ ヾ 98.3% b L RON Lo 

KBMER KICMERSY NO CKOMS EBMIERZe REY O, 

(1) COOL HSU BR 

Be lel 1 (QDROS) THES lamellae は 不 規則 な る 外形 を 有 し , (010) 
に 垂直 な る 方 向 に 伸び た り 。 直交 = コル に て 韻 宗 せ る に , fen IP 2 
形成 せる 1) の 部 分 は 清光 位 に 於 て , (010) に 下行 な る 方 向 及 びそ を それ に 垂直 
な る 方 向 より な る 格子 甘 橋 造 を 示し, 薄 上 を 各 博 する 時 は 格子 構造 の 暗黒 
部 は 徐々 に 移動 し , 土 角 位 に 於 て は 一 様 の 明 さ と な のり, 格子 構造 を 認め 得 ず 。 
MDT IE MIKE GSS}, 球 均 値 一 4 を 得 た り 。(Shuster の 消 光 角 
表示 法 に 依る 。) この 値 を 用 ひ て , Alling の (001) KRU SERB WEE. 
旅 長石 の 成分 と 洛 光 角 の 開 係 を 表 は し た る 園 と 比較 すれ ば , Ores Ades な る 
成分 の も の に MES, LEO, この 格子 構造 を 星 す る 部 分 は アノ ルッ ク 
レー ス な る こと を 推定 し 得 べ し 。 然 れ ど も この 正 長 石 35 必 な る 値 は , 石川 
OL i ee EEA eae CeCe 瀬戸 助教 授 
O SPHERES DIFILD <7, (2) RO (3) OVE SIE 共に 
13.6* に UT, 前 者 は 正 , AE EK UO MOI LULO Alling 園 の Or Ab,p 
な る 成分 の も の に 相 褒 す 。 COU CSC SEA Y 軸 , (010) に 重行 に 
fi, COLONIA Z HAD. QBODCTK DELL MENS & YA 
FRG ATM 2A S 9 FHCX HIE (2D (DAA Mae A. WOR 
AF レオ 投影 せ し も の は , BSA UOML, Ntxeant Maid 非常 に 小 に 
LT, EDK SHI 0.03 FEO LE OBIE IC Le 


_ 1) Alling, H. L.: The mincralography of the feldspars. Journ. Geol, 3], 366 
1923. i 
2) mE AI, VELBA ARER, 赤 岡 純一 郎 : AR RRO IE, TWEE Ee 
96, 57~83, 大 正 8 年 。 
3) 瀬戸 園 勝 :「 ア ルカ ヵ リ 」 長 石化 財 研 究 , NECA at, 27, 403 416, 大 正 9 年 。 
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(2) (BOL) CHS B HAE 

Be lal WICK 4A) 2) OOM, KA BilsAeO [al fal THU 41) 
(2)(3)E OMANI ST J & Ors J d3,(2)(3) KH lamellae は この 方 向 に て 
(LIBRA BLM ZS BBR ART. MCADILCOOL IS Clas FRO PRE EE 
Lb, COME TERRES OT, SB-RE tT. LCOOL)® trace 
PHDABOE CDi Cer icls SHER ST IKE Bae EA OX, 
(010) に 下行 な る 方 向 に Y Hi, (010) に 垂直 な る 方 向 に Z 軸 あり 。 RRR 
に て 光 軸 の 位置 を 決定 し ,2V=69(-) な る ぁ る 値 を 得 た り 。(2 う (3) に て は 薄 片 
(CHEK SATIN X Hh, WE MAK dO CSSA trace\< HEB 7s 5 HI KY 
15°9 3 HST ZH Do (2) (3) は 何れ も AVETPHRO, CHKEYO EM 
この 部 分 は 費 長 石 な る 事 を 推定 し 得 。 

COMA Clk Sele] IL (2 (CS) OC HLESARST CARES BOK SA 
{DHS I VBIr, COS) SAWP AALEBES Bb OILIET UT, Be 
RET SNSSRORSLA BEDE 0 o HA OMOXK 8 IA FEH O.05KEIE L 
て , この 集合 部 分 の 大 さ は 筆 LETT 1-5 FEE Oo REICH TR 
は , この 部 分 は 礼 色 を 時 す 。 証 し て この 内 光 を 果す る 部 分 は MTT VY 
クレ ー ス 中 に 存在 し , lamellae 中 に は 決し て TEER TS. FORBES 
(1 うと 全く 同様 な 0。 

Fax 内 光 の 現象 を 経緯 鏡 喜 に て 定 験 する 息 に ,100 ッッ ト の 和 百 色 電球 を 
一 定 の 位置 に 固定 し , 一 定 の 方 向 よ め 経 緯 鏡 府 に 光 を 入射 せしめ , その 入射 
角 を 詩 み 得る 様 に な し , 叉 題 微 鏡 の 筒 を 傾け て 題 微 鏡 経 緯 鏡 豪 に 謀 す る 光 
WOMBLE 2B L, 且つ その 傾き の 角度 を も 主 み 得る が iN S42 vis 
せ 0。 

MUCHO GAD trace PHRMO+ERO—A t PAT Ld, H ii 
mil Bla L, J heey UTR EOR SWSTBRRDIO この 位置 に 於 


er = Oe 短 報 RK 本 18741) 


て Hii bDSp MMS 2 LCOS BLU O. LOMARDEE 


«Beal & Ors F fa%e 60° と な し た る ぁ る に, J HMORA20O (res ir Hd T BYE R < HE 
ch ae 
Riz J fiz Be UT, N tae WR LAK, BERAD trace と 8 を な す 方 向 に 


於 て , PER BMS HLS. HUTA ERS SME Ne 中 心 と し て 


二 側 に ,N 軸 に て 5 に わた れ 0。 HITHON 軸 を 廻 生 し , SPE 80° Arey 
位置 に 戻 し た る 後 , 廿 Wye EMA A O 借 か 廻 精 し た る に , TOM SIERL 
PE O 6 

HAR OME & O ASE BEG L OUT Hh 60 SUE, HSS DRT 
DALE ILEPID trace と 30 を な す 方 向 に 於 て , HMORA =0, |) MOA 
=20° な る 所 な る こと を 知る 。 この J 軸 の 請 み は 鏡 筒 と 薄 片 に 立て た る 垂 線 
と の な す 角 に 等 し 。 


同様 に し て 入射 光 と 鏡 筒 と の な す Soe Bi BEL, LOT Hee 繰返し 


淡 の 如き 結果 を 得 た り 。 


te と 鏡 箇 | : 
Wo, RAE EN Janome 


す 角 
i 90° |. eh 35° 穴 
2 soe". 30° 
3 70? | 25° 
4 | 20° 


ie ice ce 


“J MOBA” ARMOMECHT, VU LOBieRS SOF IIE 
“) HORA” Lid, J IC & O CHT 2M Ld, 内 光 の 最も 張 く 起 ろ 
方 向 を 求め た る 際 , TOW ICT te DB HAHRL GA] LOUMT HES ML 
TCIDKICETH DR SD Ms,“ AE & Bit OKT 1H” を 90%, 80, 
70°, 60° 10°S » BRL SILA “J MIOGBA ” EK 35", 30°, 20%, 20%E 
RS BME. A KASHE LITE DETH” の 値 を 2 に て 除 し , それ よ 


り それ に 土 應 せる “I MOMA ” DU AWI DIC, 何れ に て も 10" を 得 。 こ 


本 18842) a a a Hea 


HE OPED RLS! HC TRIS S > BR LAM DBD SBM OBS 

Lo MUTI S CYA Sa A Hild PBDI CSchillarization plane) & mp 

SS LOKMBTSLORSNL. WME ASS OBRCENT 

れ ば , この 長石 の 関 光 面 は この 薄 肪 に 対し て 約 1? OMFS IETS HIE, 
(001) /\ Schillarization plane=98° (Measured) 

Dana Oia 2 FIO CHER AI, C OBR 4 lt (1304) ¢ Ar 
この 面 指 敷 より 逆 に (001) う と の な す 角 を 計算 せる に , 

( 001) /\ Schillarization plane =97°56’ 

と な れ 0。 

看 津 数 授 は , 月 長石 の 関 元 は アル タリ 長石 が 冷却 の 包 , MAES TIE 
長石 と 費 長 石 と に 分 相 CEntmischung) し , この 二 種 の 結晶 の 容 間 格子 の 網 府 
面 が 特殊 な る 配 列 を な し た る 結果 , MIMO FB 現象 を 生じ て 起 る も の 
な り と せり 。 CON-F1 MMT, WEPES SMP LOD HOI 
Pre iS (LK SMB PRE L, i & LOM << ONBERMOKE & 
りな れる こく と 等 も , 分 相 に 依り て この 部 分 の 生じ た る こと を 暗示 する も の 
な らん 。 


1) K6zu, S. and Endo, Y.: X-ray analysis of adularia and moonstone, and the 
influence of temp2rature on the atomic arrangement of these minerals. 
Tohoku Imp. Uni. Sci, Rep. Ser. 3, 1, 1~17, 1921, 
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3196, Osmiridium OH EBE 
Swjaginzeff, O. E., Brunowski, B. K. 
Aminoff 及び Phragmén に ょ れ ば Osr- 
iridium (t Ap RAILS te L, +O BALE 
| Fa=2-90A, c= 460A. c/a=1-59 なり 。 
AI ZEO AWS HERR KA © BRMEIC FEO % 
DEAF OK & 28 Anh cBMET S OE 
WEL SICHV, CORMORYKEMe 
異 に する 各種 の 資料 を 粉末 法 に より て 研 
FeV, HHRAWRKOML, Thee 


Es eh 
Ir 十 4 
OE PA (CAD 2 
Rh 

Tagiler 。 159 

Kicig (eM 2.90 |4-60 ¢ 
Newjansker | 44.3) 50-9.2-620 4-235|1-617 
co 43-9) 50-5 2-710/4.287)1-582 
el 48-9 51.112.697|4.282 1-588 
" Ane 64-3) 31-912-710)4-282 1-581 
Osmium 1100. | 2.716,4-331 1-595 


り て 見 る に 産 地 と 組成 と を 異 に する Ose 
miridium は 純 Osmium と [A] —-o #8 Sh REE 
LEAT o hl Osmium の 格子 の 大 き と 組 成 
を 異 に する Osmiridium と の 間 の 差異 は 化 
LAH KO wy & LC HHL A 3 BARIC CHE 
TF RES, Osmium の 格子 中 に Ir, Pt 原 
子 が 置換 する も その 軸 府 c/a (LABAIC し 


ae bb 554 3) 


て , Osmiridium © YE Ai fC 1k Ir C-+-Pty 
と Os LORMBREBS ESL, Z 
Krist., 83, 1874192, 1932C 高 根 〕 
3197, Fedorow 氏 式 長石 識別 法 に 使用 
tS BROEE, 完成 Nikitin. W. W. 
Fedrow FIC k BMRA IR, iS 
を 識別 する に BV Cc, 基 基礎 と な る さき 
Optische Indikatrix (< 4%} L-c AFRO 48 ih 
FA) i ti & eat 3 Ae Bite be 
る 各 方 面 の 新 ら し き 資料 を 以 て 修正 し , 
faiEs2A, Natron-orthoklas, Mikroklin 2 
に つき て る WHOS 作製 し , BASH 
FHIC O & CT OPRSIEl Ze & FEM Vo Rik 
SORA Kh, BRT RU 種々 の 方 
[i] OYE I us CORES LR L OBE 
TRENT tee SBE VQ CT. M. P. 
M. 44, 117~167, 1933 う (渡邊 新 〕 
3198, BROBRRBEOREII LSS 
{6 ASHH 3228 参照 。 
3199, 下部 Devonian 堆積 物 中 の 自生 
電気 石 Alty, S. W. 

Cop pit Michigan の 石油 井 中 の 下 
ih? AAA ICRP ERA DORA 
RENT LOY ERA AR te 3 HL 
は 東部 アメ リカ の Oriskany Rh Y¥trpyc de 
する 事 が 区 に 報告 すら れ た り リ 。 RRMO 
原料 は 着色 し , RE SAMA TS SICK 
Ly 二 炊 生長 部 は 全く 無色 な り 。 ii LUT 
APEX YS WiC SARA AR & By Fh 
る も の な り 。 一 次 的 CRA RPA (is 
w-+-1-628 ¢---1-610 た し て , pyrc-zlecteric 
の 性 質 を 精査 そる に , HEPjo antilogous 
pole は Cc 軸 の 方 向 な り 。 CAm. Min., 18, 
351-~355, 1933.0 AAC) 
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3200, ZnCOH): の 結晶 模造 Corey, 
R. B., Wyckoff, R. W. G. 

従来 和 之 た に 開 する 二 三 の 研究 あり し ゃ 資 
料 を 謀 て る も ゃ の な りき と . 著者 等 は KB 
化 ア ン モ ミッ ム の 濃 溶 液 中 に 結 品 性 の 脱 
質 短 水 酸 化 亜鉛 を 溶解 そる も の より アン 
2= +7 OFC LV CMEv S Zn( 〇 OH)2 
結 品 を 使用 を り 。 構造 の 解析 た に は ラッ ウェ 
Foo, MUG Hit Fg LR US CHKO) 及び (hO1) 
面 の ネス ぇ ペク トロ メー ター に よる 測定 の 結 
果 と を 使用 せ Vo ae A tin ik HLL a= 
5.16 A, b, = 8-53 A, Co= 4-92 A の 中 に 4 分 
子 を 含み , (比重 =3:053), その ZR 
V4 な り 。 大 な る 角度 に て 生じ た る 反射 を 
用 ひで て Zn の 位置 を 決定 し, 次 に O イ オォ ン の 
位置 を 多く の 反射 を 滴 足 する 如く 決定 そ 
Yo CHEO MS WRK MF AM Lo 


x y Zz 
Zn 0-125 0-100 0-175 
O71 0-025 0-430 0-085 


Oz 0-325 0-125 0-370 


X=b Y=a Z=c 


ARMA CHS OF & Zr-O wifeie 1.95 A 
こし て 2nCOH)s FEBRILE d — 
it 'P OD (OW) it BAR HF, SHE AD 
bEL%O OW を 共有 し て 連結 し , Z tho 
Fi (HIS EARIRIC ER SHEE LN Vo 
CZ. Krist., 85, 8~18, 1933) (Al) 
3201, Edingtonite(BaAl2Sis Ov: 
4 H2O) ORES Taylor, W. H., 
Jackson, R. 

AG EEE (CH HZ ZB natrolite sco- 
lecite, mesolite  thomsonite m hy & MUHEYR 


eK oi. RUC D3a ; 
WARE te Rte Se AMAL VY Al RU Si 


WA THO 45 An HERE IC BRE Ld Cc, Eding 


tonite の ERLE OTIZE Birt VG Hit 
th Bohlet Pgh に つき て その BPH OF 
Y RIC kL VY Dan, Dea, D4, C4y の 
諸 品 族 中 Daa が 最も 可能 性 の ある こと と 
% AnD» RUG ih IC kU CHO 正方 
潮位 格子 は a=9-7 A, c=6-6 AcHey 及び 
Bannister に よる) Jw 2-777 & HOCH 
位 格 子 中 の 分 子 は 2 個 な る を 知り , それ 
L UALEE RD & BR UC RAR AIK 3 分 
子 な り し も ゃ の は 4 人 分子 と する 方 より まで 
KERNS HREWET AS cL BMH 
VY. ARUSI OO 44 viol KAT 
Hii PPK DEIR © HE & ALD BEEK UE Zi 
が 最も 


HED SERRE OPO A A VYOKIER 
定 し て Edingtonite 構造 を 導ける も の は 


WFO WS FE BN Lo PR & aT 


AA 6 eae 

Aqi 4 120° 60° | 315° 
Aqs 4° | 343° ES 
OA 4 |120 |. 60 | 185 
Og 8 20 70 | 170 
Oc 8 46 17 50 
AD Ot Oe 
CSiAl )2 8 67 37 135 
Ba 2 180 0 225 


F と の 一 致 は 良好 に し て ARH (1100 
OWPAe k (MH YU, Ale Si top 
Kk Y CRED AAA RO FAK 
な り 得 る 可能 性 の 有する と と を 論じ , 他 
D SHEDS AL O HR bo BA eV LE 
に Ba 44 vRU H20 の 位置 及び その 


HR Ai © WAR IC BR L “CHB SH L, Ba と その他 


a 
- 
1 


HH 345 ph 


の Base と の 変換 た に 開 し て % 考 察 せ VG 
(Z, Krist, 86, 53~64, 1933 う (高根 〕 
3202 ZrWe の 存在 の X 線 に よる 証明 
Claassen A., Burgers, W. G. 

BUT AK Zircon & AKIO 7 rv 7 F 2 SRE 
に 析出 そし も むる 研究 を 行 へ る 際 , 偶然 に 
新しき X 線 反射 を 生ずる 化合 物 を 姜 見 し 
と の な と W と の 新 化 合 物 の 資料 が 少量 
HO KH —te SBME LE V 
MELTS し て 決定 す る 目的 に て X 線 解 
PEI Vo RABI KV Red & BK 
は その 単位 格子 の 大 さき a=7:61 4 に し て 
立方 面 心 格子 た 結 品 せる を 知れ り 。 そ の 
wepapes O1, O す 及び TT さま の 中 の 何れ か 
な る と と を 確 む る を 得 た り 。 そ の 座標 は 
Z:000; YU Us 2W KK Ks HIRK: 
Ki KKWKKKEUCALWLO 
AMT BE & AO CIEE = RW EOE 
Wight ape ck e—Me Mev, z 
れ 本 化合 物 は ZW 2 te 3 BARE AL 
単位 格子 中 に 8 分子 存在 する 詳 差 な る で 
Lo (CZ. Krist., 86, 100~105, 1933) 
CHE 


BABRKUS 


3203, KRASA tektite の 成因 
Spencer, L. J. 

Tektite (4 £h, #g3K (IL 4 OIF Ub HH 
MARRIC LO RNAS V, EIA, RAY 
=, GaN, 貢 領 東 印 度 に 於 て , 叉 最近 は 
Ob AMER RUZ 17 ey Bice 
BSE VY AMBFIL 70-~89% SiO2 
LW OVA & F te Hi EL PRM Ic し 
て , 比重 2.27~2.51, PPA 148~1-52 を 


Be 抄 57¢ 45) 


Ato CIDA O RACK Uc test 
あり , 最近 は meteoric theory 有力 な り 
き 。 然るに 著者 は アラ ビ ヤ ャ の Waber 及 
Op RBG Henbury に 於 て KPA BE 
OVE WB IK HS CORD RIL Da © MT 
に より 奏子 を 生じ 居れ る HRV, 
tektite SAHOO WE MICRA SsbA 
AGRO KODA BLL CAE SLD L HEIR 
せり 。 SEBB TY RR OME IC Ht 
LES OBICE (REC ENLLOLH 
je Y 4 CNature, 131, 117~118, 1933) 
[吉木 〕 

3204, =k Na2CO3-NaCl-KCl 

Ase] 3250 ZAR 0 

3205, 三成 分 系 Na2Bs07-NaCl-KCl 
本 欄 3229 28K 0 

3206, 岩石 骨 壌 に つい て の Insolation 
#ROIER Blackwelder, E. 

BHORUWA AH k SMO w HR 
DWT SEB RES Bie BA; 
ZetMo 方面 ょ り 考 察する に , COR 
設 を MPT SHRL, Lic 不都合 な る 事 
GCHAR L, 日射 が 岩石 崩壊 た 重要 な る 
fi) % te FP Gla ARE REM] te V  CAm. J. 
Sci. 26, 97~113, 1933〕C 渡 邊 新 〕 

3207, Fedorow 式 長 石 識別 法 に 使用 す 
SBROWE 木肌 3197 SIR. 
3208, Georgia の 結晶 片岩 石 中 の My- 
lonite の 産 其 Crikmay, G. W. 

Neels Gap の .1:5 嘩 北 方 に 一 つの My- 
lonite zone を 見 出し , 基 野外 に 於 ける 産 
WR, HABE) PEASE & WEZE L, 之 を 他 の 地 
Him Mylonite と 此 軸 し, 一般 に Mylonite 
が 如何 な る 岩石 を 源 と し MP Te SAG 


rb 5846) p> - 


RE CMY SOLER, C0 特長 産 
WEE StS Fe YQ CAm. Journ. Sci, 26, 
161~177, 1933) CESS 

3209, Wyoming Jl] Deer Creek の 
BABOBEROARMSI-OUT 
Rouse, J. T. 

TEE ALB (ah BH. quartz-diorite-porphyry 
の laccolithic し て , 第 三 紀 の basic breccias 
及び basalt flows & 38% 9k YU CHAR US 
角 関 石 ( 或 は 斜 長石 う の 長 き 結 品 は 殆 ん ど 
Me ic flow の structure 及び direction を 指 
せる が 故に EE. Cloos Rw R. Balk の 用 ふ 
る 方 法 に 従 ひ て , ZEA し て Jacolith の 
Aire & PES V 。 こ と の laccolith に は , その 
SEM TIC C,H) 126 CHET S ARBWS SB 
%, Zop 75% is pyroxinite, 25% (ar 
Whit CE & し て hornblendeegneiss) < し て 
基 毅 を な せる 第 三 紀 の も ゃ も の は 一 1 % 見 出 
され ず 。(Am. Journ, Sci. 26, 139~146’ 
1933X( 渡邊 新 〕 

3210, Republic 7iMZOvMARE 
Lamey, C. A. 

Southern Complex: し て 知ら ちら れ , 以 前 は 
Archean #JD% OL UCHR Le SAL 
部 Michigan の Pre-Cambrian 47m AH 
分 は Post-Upper Huronian 花岡 岩 ょ より 成 
VROLB~bS, WUC REMA U2 
Huronian 水 成 岩 中 に BEAL, それ を 著 し 
( MHROVU,MLCthaewe 5 ( sv 
WY PAT Ic Sc (4 Upper Huronian'# ~ 
下 に , GNM 3 SHREDS te Ste SSX Lo 
Republic [ifs C#¥ L ( BEL S ke DAH 
は Republic 7 fi t Hit 3 eS oo 
と 想像 せ ち る 。 ARE hid AO HEE ABA Ala 
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南西 方 向 た に た 向 へ る regional tectonic stress 
に 起因 せる 事 を 示せ りり 。 C- Geol. 41, 
487~500, 1933C 河 野 

3211, BP FVALGP NAY BORER 
びそ の 成因 Shand, S. J. 

ァ ル カ ヵ カリ 岩 の 成 因 に 開 し , Daly は (1) 
VU WY US TE fi aE IK IR OTR 
AAC) 重き PREEPR O PHU ROMS 
WRT 2 DV PER DBO LHC) CO ぅ と 
“juveniler” 4K © EAR UPRME 行 
ひ 此 等 は 叉 多少 Ne-Carbonate 又は Na- 
silikat を 同伴 し 得 > な る 三 つ の 條 件 を 朝 
JER SR, 著者 は 南ア フリ カ の Pilans= 
berg,Sekukuniland, Palabora の 三 個 所 に 於 
ける も の を 詳細 に 研究 せる 結果 , Daly & 
の 以上 の 諸 反 座 が 以上 三 ヶ 所 に 於 て 写 に 
連 貫 せる 過 香 に て 表 は れ 居 る 事 を 知り , 
Daly KORE ELE BS HDPE V 
Ljk-% U4 CMin. Pet. Mitt, 44, 211~ 
216, 1933)Cyay EF 
3212, 309 FERMaORSRRANO 
#446 Schwartz, G. M. 

Pre-Cambrian ff fy ‘# (3 #522 BEAL 3 ys 
ABE ZU, ある 場所 に た に 於 て は RB 
は 更に shearext bt. c MLAS EER 
Yo REP IIMB 3 Ea OA} 
RHA AKMDSA HB ICME SE 
示せ り リ 。 Hesse & TEM 2a, AA 
KL NRIs % BC BME ICIS CHK & V Hn 
へ られ た る も の も ある べし 。 始め ょ り の 
ARMY FRY BH Bis 
MERLE SW AL UK SWB 
片 を 示し , Wi し て AALS EE IE FBI & 
自 雲母 に 移 化 さり 。 石英 粒 は 破砕 られ 
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eee i = 
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bor OU (LARS IK VFR EX So BELA 
RAG hit Et し て 多量 の Na 
の 損失 及び HH20 の 添加 に 依 れ り 。 黄 鐵 
RioZ kis 片岩 中 に 加 へ られ , 叉 あぁ る 場 
ik (2 CHRIS BEAL AE fda CE NA 
り 。 チ タニ = ニム は sheared BAK HI~b 
WE SIM ND, RROD I> AUS 
BMC HSC (LBRO BIC HS CHR te ® & 
示せ り 。 MEALS MARU BSE 
片岩 間 の 主 な る 差異 は texture 及び struc- 
ture な VY。 CJ. Geol. 41, 587~545 1933) 
Cy EF) . 
32153, SRY RMIXRIFS Cambrian- 
Ordovician EGOS a SHR 
William, A, P. G. 

AEE (C BY, Minesota, Wisconsin に 
HG SZ Cambrian と Ordovician fw zz 3 
Jordan 砂岩 と Oneota AVAL Of oH 
ABA Bt 0, 或 る BA Bae 

VLE, Wo BAU 不 整 合 な り と 言 へ 
る が が , 著 者 は 野外 の HER LIC BAS 
欧 に 研究 を 行 ひ その 開 係 を 明か に を り 。 
即ち 山 層 より 多く の 資料 を 探り その 中 に 
BAe bik ome UC, MMA, 
ERA, Fray Kok OMMDE, ¥. 


(1 D7 BML, BBY ODO BME Ic | 


依り 研究 せり 。 HAA ORLA et © AGG 
KUL IC EY HER CW te B PHB DIE 
L, Shon RH 7) Lem 
+t SSHRC LE VY. J. Geol: 41, 
468~486, 1933)C yf EF) 

3214, ボ へ ミ ャ Cista 一 Jechnitzer 7% 
BEROBASHER Orlor, A. 

_ Cista’—Technizer 7§ jie BEIX=E LCL 


鉄 抄 59047) 


PRE, 及び オリ デクレ ー ス FEARS 
RAL URS. WAM Ic — BAL 
YSER UCHMAHY 240% 0, BA 
RAPER E V すれ ば Cista' — Gechnitzer Ze 
fa DRI PAAR SS Vv DAE DRO SE fk 
CMLL LA ERS SLMS T YL 
し ろ Erzgebirge o 4€ fii & S BFAD & 
示せ りり 。 CMin. Pet. Mitt. 44, 205~210, 
1933 う (河野 
3215, 始 万 火山 に つい て 松本 唯一 
PAIN Bee BE, 大 隅 日 向 の 三 州 に 路 り 極 . 
め て 廣 大 な る WHICH Y 火山 灰 , BBA, 
燈 岩 , 泥 燈 岩 及 び 集 塊 岩 の 分 布 せ て る は 敗 
に 知ら れれ る 所 な る が , 来 だ その WHO 
PARE CMR SSD RETA ¢ 
& > WME HBL Lim bik } 
を 聞か ず と 述べ , 著者 は 本 地域 を WAHT 
ROMA, 種々 な る 資料 を あび て その BH 
出 の 中 心 は 櫻 島 以 北 の 鹿 児島 海 を 忠 心 と 
せる も の な り と 述べ 乏 に 始 良 火山 な る 名 
MEMS Vo ARAMA MYO ait Hit 
Kee D He & Y MF TH IC EC, RAS 
AG AB ARIS IC SEL, PILE © 突端 を 虐 
る 僅 々 10 鈴 粧 の 伊 座敷 に 及び , 北 は 角島 
K WER OY & BF Se PSE @ Ap a AA AE J 
Fh] DRA S REO Cc PH be EAP ks Fir IC 
O [il RED Oia 8 44 D 40,00 乃至 60 粧 を 通例 
EF SLOLILMLCHL*BHLENY 
FEBNV, MIAH MALHBoMm ( rs 
が 是 等 は 互 に 移 化 し , 甚だ BK R98 
層 灰 岩 に さき へ 移り BRU, Heh 殆 ん ど 
RRB E te SS KY UC Wa 
な る も の に 至り , 燈 岩 の MMe ELT 
ESAT, BLAH AL, RAG HEA & Bein & Ly 


抄 60<48 う 抄 
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FFE MIR Vg 以上 の FRBAIL Bale OMT IN 
OW tyre S Arn Bal MRA RO % OT 
物 に 類似 す と tk eV, PAWEL, Yel 
等 ょ り UC, 海岸 線 は ROREIC LT カル デ 
FRELEHEML, TOMA も る カル デラ な り 
と の 解約 を 首 肖 せしめ , 本 火山 外輪 傾 付 
も $, 阿藤 外 輪 の 傾斜 に 相似 な り と 迷 べ , 其 
の 他 拓 正三 年 横島 噴火 後 の 深 降 も 本 始 長 
AMS Le VLRO, BRR 
の 構造 に 開 し て も 詳 論 もり リ 。 RIC 
KD % AICO & Ha IC BL mh gb 1c PR 
Hk OLA HOM eS & Mt 
た リ 。 著者 は 最近 鹿児島 潜 南 部 開聞 岳 際 
近 に 本 始 良 火山 た に 比 すそ き 一 個 の 指宿 火 
We REY SOL EMB Y, WH, 9, 
62~74, 1933) C yap EF) 


2h Rk B 


3216, 12K ARAe= ET SEAR 
#) Bastin, E, S, 

Fi < OSI TREK A IC HSC, magmatic types 
contact-metamorphic type, 及 hydrother- 
mal types の も % の は 何れ も 黄銅 硫 及 黄 鐵 
DELILE & ZA ST SIC LOCH: 
BOT 5S, Mb2¥oO mw & ini 
BAT SCL, BL URN SD original 
solution 中 に 鐵 及 硫黄 DELO Aes re Sz 
Le WET SLOIC LT, (OMS HH 
THK & 1m type の も の と 比較 し て *“ stan- 
dard” type. R23, BKC wo ド “stan= 
dard” type 以外 の 所 と UCHR, 自然 
$i), RESIV, HIB LY te S PADRE IC HC 
FORA BRL, 2E 5 つた 分類 し て 各 
2 FARR © BUR & Hi LCR Yo 


(Econ. Geol., 28, 407~443, 1933) Cra BF) 
3217, BROS efi As. 
AFRO BOK IAI D ABE ( , HORI 
多 趣 多様 に BY, woes te SB fla 
% LEMS DRL BEIC LC BS ab Ae B LORY 
ZUFOD’DK Lo CEO BOK YE HAE 
AEE AIC kU COE PAAR, 2〕 第 
SAHA, C8 PURI © 3 FIC AA し 
得 さ べく , (1 うと (2②) LU BSR RE 
Rice Yo FH PERDEK Az & CH GRE 
BHA ECL) BACHE & 1 UL, FIC 
Bt owKitHe Uc LU bom 
b GFR AMMAR OR AS AR DG ah vc 
1) FUR Pt EACH IC TEAES te Eh HE 
wHS%ODtH Lo WK 2k BI 2 
つ に 分 類 し , WALA PAIR e BELT e 
GAT BABAR L OAM L tet BH 
Lo GRC MES S BACHE IK LL BILGE FE 
少な く , BFRARIM GU eis 吉 
AEA DRG & 2 BEB IC AU fe SR ELBS 
FARK te Y 6 

(2) OB =ACHUK a ZIP ORI & BS 
FCT & 1< AIS UB AS (k AFR SR 
LHERSLOKULCHAR( ELL 
CHA EMIS HHI ERAS 2SaH 
英 脈 に し て , 時 に 方 解 石 を 伴 ひ DF ICR 
Ver, Senn Aa, FE RAT, Se ie MEME & ME 
ふる と と あり て 一 般 に は 交 銀 太 に 富める 
倉 金 石英 脈 と 硫化 提 金 属 確 に 富める 含 金 
石英 脈 と の 2 種 に 分 類する も , WLI oO 
[i WLR DT 後者 に 局 す る 第 三 紀 
DRAGS Sto 々 床 た し て , 北 日 
AA ie ICS 3 SRC PR IC AOL 
FORK £52 2A SOM Mee 


4 


SRA FRM DG SIC IE BV PR BAL 


線 249 yb 


LE 2 OPAC AEF 

(3) OB VO RUT & iE AE TO 
ESE RO OE XY FeAL HY VC TE [PSE Ve AE 
成せ られ た る MEPMURIC LC, 2% A 
DE, 原 地 堆 積 磁 床 , REY ORE 2 3 RL IC [hh 
別 せ ら る 。 沖積 確 床 と は 諸 河 川 の 川筋 に 
BUS h, HE UC 天 世 期 の 生成 な る 
%, SCUY FRI RE © 階段 地 を 成せ る Whe let 
の 中 に は 更新 期 た に 局 す る も の ある が 如 し 
Dek SAAC OBG DAS (ROME TAS 2 SB SU He EP 
BEY , 機械 的 に Th WE BE Lc 成 れ る 次 生 
AE MRIS Loc, 北見 國 北 ノ 王 硫 山 , 訪 剛 


RUE ADHERE © 如く , 破 床 填 頭 風化 
BW DIG HE Ce BRAG EMR TS % 
大 風化 は AE & PRO, ee 含み た 
る 硫化 磯 物 溶解 の 結果 , 基 中 の Seth HEM 
LC, RHOBRR に より て 生じ た る 土 中 
CBE LE SE OK し て , HEME, B 
7 SEN Aly 2 WHE LI Be BEI Sie IN AF WBE LL EI WS 
CHENLA b So CHABEEK, 49, 354~356, 
1 SCP BF 3 
3218, IMO Ms =H 

Wes > VGN VC WS TB Se DED BE © TE 
Ag, fi) WIG VIS B HIG ee HEME IC ah 
て 流さ, 次 に BRL 概要 を 次 別 に 
SENET HY ALL IC WSC LT aN 
yitAr Pevieie, LAT peak, 松花 江 左 崖 
wish, HATTIE wD IC HEC EKA IC 
WSC ld RAE LAT EAL EI, Bae 
Ai pene 河 流 域 , RAEI, UT wink 
Safe SU % PND He, RAE CITA 2 HR, 25 
HEIL CRT HL BEY Ts CHE DD Ge 2 MN SE, 
RE OMB RRM G O NBR OWD 


Gk }b 610495 


1 HEC HERR L, WIC AG IAD eh © 特殊 
事情 に 就 て 輝 べ ら る ° CH ASE, 49, 
382~413, 1 82C 中 野 ) 
3219, BMORMIIET 


TaOPT oO 
MERIC PS SB 産 人 金地 は POA NA, HH 


PF OD Se WN BME WEIN A D WD Ee Ml VC He LE 
AF LID Fe SLAY % VY SRR oo — He 
砂金 地 あ る に 過ぎ ざり しゃ も , そ の BAVE 


Whi a te UV EPL BY, Kite se— a, 


BCU ARE PRE POS, “CWA AN ie HE HL) 及 束 部 


Ph FEL JR Hs IG > BS ACA <i 1 SHE 1S OAS % TR 


AHA B dv, 砂金 に WE SBE IS AE IEG 


trpUEGREADKMRY SLT 
AGG IK PS CML OER EMER OD BLK, 探 
PRA IC BURLAD IC HEC OMIM HEAL, Be 
後に 主要 人 金山 た る BEIM, HZ PAE の 
SH UEIC HC REM b }D— CHABER, 49, 
871 ~381, 13 DOP 
3220, オス ミリ ヂ ウ ム の 結 唱 午 造 AM 
3196 218. 
3221, RAL Ae BD Oe LU Oar eR (= 
RET WEE, BER 
SRE ch PLO 1 PG OU AEE 800 mao Hh re 
あり て , Wilts 結 品 片岩 と 石灰 岩 の 互 庁 
中 に 介在 し , 走向 , MARIE I Hb et & BS 
即ち 磁 向 は 東西 に し て 南 に 傾 斜 せり 。 
地 選 複雑 に し て 敷 個 の 釧 頭 は 絶 て 同一 
WER ICM SOOM Lo WAL AO 


rae ied ead ite ea |) 8" 
SiO, |64.63l58.41|. 84-1/23-23/81-83 
Fe 27.66 9-03) 2.99] — | = 
Mn 1-25/20-81/38.02|43-44] 8-89 
(MnO.) | 1-98)82-88)60-07|68.64)14:85 
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Al XV SSB D Die ERR SP EB 7 
る さく , 試料 5 個 に 就 て 行 ひ し BDH 
の 結果 は 次 の 如 Lo SBR 175, 
36~39, 昭 SCP EF) 

Awa wR SB 
3222, SihBORAH IMT S BihoOR 
@IXRET Dorsey, G. E. 

HKEICU CHEE RIKER 27 iit 
Ov Ait Eis 6 PESO PF ROSILBRO 
層 を 油槽 と な し , 右 油 は HEA FRO 多 
和 孔 質 層 が その 上 部 の 多 和 所 質 に あら ざる 選 
に ょ より て 杉 は れ た を る 不 整 合 面 に 保存 せら 
れ た る も の な り 。 若 し 石 油 が 最初 の 上 昇 
の 場合 に 生成 そら れ 上 且 集 中 せる も の と す 
れ ば , 含 油層 の 永き 間 の ehh ic Fy as 
如何 に し て 保存 そちら れ た る や を 解決 する 
MES VY. WRAY wR’ URS ZI 
石油 は post- unconformity 時 代 叉 は 其 後 
に 生成 そら れ た る 謀 跡 を 認 む る 事 能 は ず 
BAIS Fay Ae LB He PAAR IK FFI tr BE 
由 し 初め た る も の と 推定 せら れる も の な 
Yo 若 し こ の 推定 が 是認 すら ちら る ゝ と すれ 
ば , She as fe hh @ BSS LIC AO FR 
DSM SG LROIN ( HE DS 
ヽ いも の な り 。 即 ち C1) uplift は 地表 水 の 排 
出す る 地域 に し て 且 寺 出 する 多孔 質 層 は 
EOBAT Bt Vo C2) 地下 水準 面 
a ERI CIS EFE RP LCS HUE ic 
FF o MOM = RIB IC BC 水 と Fi の 
比重 の 差違 に より 保存 を られ ARO in 
2B UAE te S RAR Heeb 
So BUSA) 地下 水準 線 が 降下 する 場合 
(②) Syke o Phi ic Ah as LAS SH 
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x } Y posteunconformity o> RBBvERD 
の 堆積 速度 の 早 き 場合 。 
formity DUERWRARBEO RBwWe ir 

る 場合 等 な り 。 CB, Am. A, Petrl. Geol, 
17, 827~842, 1933.0 和信 木 〕 

3223, 東部 テキ サス 油田 Minor, H. E. 
Hanna, M. A. 

本 油田 は テキ サス 州 東部 に 位 し, 1930 
年 に Joiner, C M KCLYU CHAP SH 
た る も の に LT, 本 年 一 月 一 日 に 234000 — 
© FEV & my L, 平均 28 © FFAS 
9,6007FEF SLO), Riel ABA 
Eagle Ford-Woodbine 層 中 の 砂岩 た に し 
て 同 層 は 時 色 の 頁岩 , Rey BRERA, 
OAH, 泥 砂 岩 , Bawa, RUA 
BOREL VRMSELOTV, WUC 
eit Py 20.5 ft DBs 2A L, HO 20% 
PTPLRE AL, 45% OPAL MT &O 
te Vo 油井 の bottom-hole press は 1931 
4B R932 IC HST 3 % OBLPAKRR KY Bi 
察する に , MAL MHRA © Fi Ih] 1c vB 
減少 を 示し , その 原因 は 地下 水 の 移動 に 
よる も の と 考 へ らち ら る まく も の な リ V リ oCB.Am. 
A. Petrl. Geol, 17, 757~792, 1933) 
CAAI 
3224 Pre-Mississipian © #i=RU 
WAELY Bt SihsOD 
Rich, J. L. 

Kansas Ob) lal k Y 考察 する に pre- 
Mississipian mit Central Kansas arch 
と 稀 せ ちら る く ゝ 如く , 同 州 を 北西 方 に 横 ざ ぎ 
2 Be & uplift ic し て ,arch の 北 は 北 Kansas 
徳地 , 南 は Dodge City 盆地 な り 。 Who 
PH LY 見 る に , その 分 布 は Central 


(3) post-uncon- 


251 pb 


Kansas arch @ ji & geanticline DTA BIC 
¥43. CHEF し , Simpson fi a pre-Chattano- 
9ga RORMIL ERS SLO INL, i 


geosynclinal basin に 於 て , Appalachian 
revolution の 間 に 生 成せ そら れ , 上 且つ 構造 及 
地質 其 態 に 左右 され つ ヽ 北方 に 移動 そる 
SOLE KH, この 推定 は 良 ぐ 油槽 分 
= Ai DAKE & EF SRO V, CB. Am. 
Bs A. Petrl. Geol, 17, 793~815, 1933) 
CAA 

3225, Winnfiald 岩 壇 園 項 丘 の Cap- 
rock HOSEBRmy Barnes, A. E 


: FAY hy PAB IAIII Ee o> <A BEHNI B 
CAF HSK SAGE, Haucrite, pana 
PRN, rsa URIS Oo Zee 28 
4 報告 て られ た る も の な り 。 筆者 は 営 地 の 
EB > Cap-rock を 精査 中 , 黄 鐵 克 黄 銘 
BRO AWIC RARE, HRSB, HERRERO 
3 BEALE AY, Wi UCLH sins 
; Cap-rock 3 BAW O KK IC ES 3 
; DIC LCE BLM A > DHE BAT & 
: BOY. LOBE A ¥ BAI L 

CRI, HAT, WENLSAM, KSAT O 


epee て 


MEIC PEW SLORY» BAA is Kalter 
BARAT EY RAVI AM Bitte 
] SOV Cb OBL ATE IC 
し て mesothermal, epithermal myR KIC 
属す る も の * 如 し 。CAm. Min. 18, 335~ 
340, 1933)C 和信 木 〕 


RRA RY 


3226, -Al2Os は 7-Al20s と 同一 な り 
Beljankin, D. 


し て 同 州 の 石油 は , 南 Oklahoma の 深き ・ 


4 $f 63051) 


Rinne YARIS kV REL BL や 
Al203 は d=3-29~3-42, n=1-69 te YU 
が , 著者 は その 理論 値 を d=3.65, n=1-73 
な り と し , 是 等 吊 者 の 相違 は Y=-Al20s が 
ELC DRE SK RAT SOL RH 
せり リ 。 最近 著者 は Y-Al20s を 長 時 間 加 
BS SARTO Hilt 高まり, 理論 的 恒 
明 に 接近 する と と を 知れ り 。 他 方 Brill は 
ft Y-Al20g IC UBT Bao = TOL AS | 
Bl~ 7 Y, MRS ic Hele Barlet 示 新 型 と し 
CHR Z CAlLLOs 結 品 は d=3:6, d= 
1-736 に LC Tafel 12 PRA C@o = 7-9039 
A) を 有する も の と を せり リ 。 CO と Al2O5 
の 値 は 結 品 度 の 良好 な る y-AlgO3 の そ 
れ と 全く 一 致す る も の に し て , FAlLOs 
(i HP 2 WARE IC BT 2 Me Y (Cent. 
BI., 1933 A., 300~30DC# AC) 

3227, NazO-AloO3 結晶 の 高温 成 生 と 
BPR Kammermeyer, K., Peck, A. B, 

NayCO3-& Al,03:3H2O の 混合 物 を 
1700°C ま で の 各 温 度 に 加熱 UE RB 
NagO-AloO3 を 作ら ん と せり 。 1100°~ 
1200°C に 於 て 加熱 を せる ABI Cd HL 
獣 な れ ど も 一般に 方 形 の 刻 面 を 有する 粒 
ARH the 得 た り 。 HANS 稀 に MER 
し , 直 変 せる 一 方 向 の BAe 示す も の あ 
り 。 Sul PEGE IC BB LIEBE a= 1-567, 
B=1.581, y=1-584, 2V=38°L +, 

Na20-Al303 oP BABE It 1700° 以上 な 
SRUTHRERIC IA TILRET 3 BES 
Y し が , Brownmiller 及び Bogue が 1650°C 
(CUA CARBS LXE LEER LE CBee 
Vo KI3% の 酸化 鐵 の 混在 する 時 は 本 化 
BD RAE IC BR UC EAGA t LU CORA 


$6402) =~ ss 


を Ban, BRC MECH C 有効 な り 。 
CJourn. Amer. Ceram. Soc., 16, 363~366, 
C9830 HAL 

3228, AROBREBEO REI FSH 
46 Shimizu, S. 

AAPA IC WSC ESAS D RNC Me 
(EF ALE OHO & WIFE し 次 の 結論 を 得 た 
Yo BSB MIRE & SL RR t OES 
HHL FECRn/R)i—o 並 に 回 復 時 間 は 温度 
に 反比例 し て 減 消し, 上下 3002C に 於 ける 
回 復 時 間 は 10C の と それ の 10 分 の 1 な り 。 
光 軸 に 垂直 な る 石英 板 に 於 て は 了 裳 めか け 
_ た る 電 万 に よる 回 復 時 間 の 獲 化 は 電 礎 の 

ERA Ct REVEL BT o 
然るに と の 異常 性 は 温度 の 上 昇 と 共に 徐 
々 に 解消 し ,300°C 以 上 の 温度 域 に 於 て は 
WBMES IBS NAME WS 
He IC RES HOE} NYE t SE ES 
る と と を 知れ り 。(Sci. Rept. Tohoku 
Imp. Univ. (1), 22, 61~87, 1933 う (吉木 〕 
3229, 三成 分 系 NasB407-NaC1-XC1 
佐藤 知 雄 , 砂 見 淳一 。 

本 系 は 増 浴 別 の 基礎 前 研究 と し て 行 は 
れ た り 。 WR O MAE RES KPA E I< 
XL AVILH AIK 10 分 子 中 8 HF it 50°~ 
150°C (CHSC, BRAKE 400°C ic HCH 
Fo TOVEBREK (sh KE Y 745°C と 
決定 そり 。 MKC] OFBBKIA 775°C な 
Yo 次 に 部 分 系 た る NasB40-KCl 及 び 
Na2B407-NaCl は 共に 簡単 な る 共 融 系 
を な し , 成分 は 夫々 NayBsO7 72.5%8 及 
び 6%, 温度 は 湊 々 660° Rv 710°C な り 。 
KCl-NaCl 系 は hy HT D 1c x 線 分 析 及 
OSS AWE 併用 し て HEH LAS, HERE 
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EVA IK JBL, 45% NaCl, 660°C に 於 て 
MiP e AT. Rj Ka AIK ICK 
て は 甘 融 反 座 曲線 は 640°C 1 AT He BK 
を 示し, その 成分 は 86% NagB407, 5% 
NaCl, 9% KCl な り 。 (金属 の 研究 , 10, 
290~301, 1933 う C 吉 未 〕 
3230, 三成 分 誠 NasCOs-NaCl-KCl 
佐藤 知 雄 。 
KAILA O 第 二 報 に し て , 各 
HOR 6 & ASU ICS CEL 
FRO AVE & TRA L-ceP HHS WEL 
Pig iE] & fee V NaCl Ru KCl 
OvSBBht Bi thal © Wn ( -G, NagCOg 
DTS BMBK IL BHIC 856°G と 決定 せり 。 部 分 
系 NaCl-NagCO3 及び KCI-NagCOs は 
共に 簡単 な る 共 融 系 に 属し , FEB SE 
+ 46-5 Mol % Na2COs, 645°C 及び 42-5 
Mol % NagCO3. 587°C ty 5 NaCl-KCl 
lL WIARKOM Lo 各 二 成分 系 を 基礎 
と LERDRO Mihi © BABB & HE 
Ve Zi kris NaCl-NaoCO3 系 及び 
KCl-No9CO3 % fi 3E BABA & Sit Z Je 
PAE BRIX 580°C [c fib Bh SAL, 成分 
ik 29% NagCO3, 32% NaCl, 292% KCl 
72°) o (金属 の 研 完 , 10, 383~392, 1933) 
CHAD 


石 IR 


5231, SiO E MEE CII, ARP 
FOBAE) Mott, R. A. 

各種 石炭 を 1 財 角 の 正 立方 体 と な し , 
Z EPEAT BIC CHR 1 MICS 
及び 5°c LAD 2 和 標準 速度 を 以 て 600°C 
まで 加熱 し , 冷 後 加熱 炭 の HRABS Bile 


そ - 
Ry 


SE ee PRET CON AES, tas EN oe 


sh a a es Ek al 


2s 抄 


e235 抄 65C53) 


Vo CDEC TEAR BARAK IC BEC FF IS 
れ た る RGR E AML, ARO WARE 

と 炭素 或 は 水素 の 含有 量 と の 開 係 を 考察 
し て 次 の 如き 結論 に 到 洋 せり 。 

Ai O NWA BELA ALAA Ke SB EPR 
た る と を 問 は ず 主 と UCH—-HFoRyE 
ICE te S WHE KK BS LOK LT, 炭 
素 含有 量 の 微細 な る 差異 に ょ り 有 影響 さ る 
ヽ \ 事 甚大 な り 。 証し て 他 が 同様 な れ ば , 
高度 の 水素 含有 量 は 脱肛 を 促進 する も ゃ の 
EVO 

FGA ie D Bt BANK BF しゃ そ 
DCR A AE LILPIT SL OKIE, Kt 


_ DCHGHR OK RILRROB ME ALA 


PCH SBA OBER AMome A 
PRIC PSS S ROB ICS BAe SMG 
カカ か に 依ら ざる さか ら ず 。(Fuel,12,185~ 
194, 1933)C#4 FL) 

3232, BmROERHE AV, AR he 
FOBT SREB) Burdekin, L., 
Mott, R. A. 

第 38 報 た に 於 ける が 如く ユ 財 角 の 石炭 を 
1 分間 に 1°C 上 昇 の 速度 に て 任意 の 温度 
ohn LAP HIE PE © IIR & 
RELA LEMKE Le - FIC CH 
出し 加熱 た にょ り 生 じ た る 油性 分 を 測定 し 
NC Hh th Bee B Gray-King Ze ic C HRPM 
REX Y 600°C iN し 溜 出す る 油分 を 測 
ME UC RAGA IC RAIA I SBS BH 
RHEE, HOPRRUDMKDEAEIK 
BRE & 100g OMA Fic CHR 2 
PEOWWAEIRABS £0, 次 の 如き 結論 を 下 
せり 。 

Ee ON LT © WAR Fel — Be 


OBA BAS 100 gm BRIE IK RC Ha 
始 む る と 略 々 同一 湿度 に 於 て 開始 され , 
HEEL D WS (LIP AR. BH MME © YA PRE & 
略 々 同一 の 温度 に 於 て 終了 す 。 油 性 分 の 
大 部 分 は 尊 炭 に 於 て は 時 一 粒子 の 膨 懇 時 
に 溜 出 さる も ゃ の と す 。 KOCKHO MAR 
は 互 に 闘 係 あ る 事項 な り 。 (Fuel, 12, 
232~234, 1933 う C 鈴 見 〕 

3233, FRO RE CV, RRSERO 
#744) Burdekin, L., Mott. R. A. 

HX O BER SIC 6 AGROB 
(SHH RAY ICC AME eS T HE IK AE & RE 
HSV, MICBROMAtRLF <~% 
AME te SHELL MEV o MORK 
RSC 著者 は PAB AGRIE Cabrasion 
test) Re US FUER HE Ay IC Osa SR gE 
(shatter test) (CC Ritts 3 RAL 
め 種 々 の 温度 に 加熱 し て 得 を た る 航 炭 を 試 
EG L, PH AGRE IC IA S 60 メッ シ 通 過 の 
部 分 及び 5 xy v (shatter) 或 は 10 メ ッ シ 
Cabrasion) より 大 な る 部 分 と 矢 熱 温度 と 
の 開 係 を 吟味 せる に 規 試 験 法 に 於 て 全く 
一 致 を 見 , 且つ 航 炭 の 性 質 を RAF Xk 
事 を 知る を 得 た り 。 因 に 普通 の 石炭 に 於 
て は 60 メ ッ シ ょ より 小 な る 部 分 と 5 メッ シ 
或 は 10 メッ シ ょ り 大 な る 部 分 の 和 は 殆 
A ERROR ICSE Le Mi UCHR hh 
の 研究 の 結果 次 の 結論 を 下 せ り リ 。 

347° ~ 459°C の 間 に 於 て 温度 上 昇 す れ 
ば 右 炭 粒 子 は 笹 々 強く 結合 し , 899°C Ic 
CHRIS & fi TELE IEKL i Oe 
BES  ARELBEL Fi beh © NW & Rate 
る 温度 に て , AMEE ICT Tae 
PRE (LWA OTUMT 9 HIS メッ シ ょ リ 


#6664) % 


he $254 


Kite SRB HD EN LBs HS te S 
WAR OED XS REICH CA Be 
OPRS RLS ORV, WUCHW re 
BAR HLA D % EB (LHI ECHL 
を 見 る の みか な り 。 (Fuel, 12, 236~239, 
1933) Ciel 53 

3234, BReEOMLAILFN SCORE 
(= ANFA SPRITES MARLOSAE Bunte,K. 
Briickner, H., Simpson, H. G. 

ARTEL Hae D HRC AS ha E SB IC Hi IS 
の 温度 に 於 て 加熱 せる 場合 石炭 の 受け る 
MIKE OE LeFE LG fet Cc % OBE & 
REA DM EC A oR RUE 
LOMRE DH SICA LRA SRO 
な 

上 の 目的 の 一 生 と ょ と し て ‘Saar ER the 
Heintz 内 %1250°,-300°, 3509 及 び :4009°C 
に て 各々 2 AEA AL IC 20 WEAN L, hw 
Ck SMA ORME WME VY, WBA 
KRERACIE AY, クロ ロホ ルム , エー 
テル , 右 油 テ ー テ ル に て 順次 抽出 Lia, B, 
Yi, Y2 及び Ys OBE WE LINBGA HR 
は 時 間 の 組成 上 に 及ぼ す 影 響 を 比較 研究 
、 せ る も : の な りす 。 

その 結果 に よれ ば , He CHF 3 HA 
の 影響 は 第 一 に 250°C CHC BRU YA 
子 の 下 重 作用 を 起き し め ピ リド イン に 不 
次 性 の 高級 分 子 を 形成 し 必然 前 た 上 旋 爾 


KA O PRE ER LY, 更に BECK 
て は < 分 子 の 分 解 を 惹起 し その 結果 と し 
ChRyY OWMMERKET LOLES Ut 
~lLlo MUTRKEA BRU Y &BPE KG 
WHO WE. DRBIC ET SLOT 
y 。 CFuel, 12, 222227, 1933)Ci#6 
3235, BROMEMILESEORECM 
At SRICRU S MRROR SIE 
(Coking indices) Bunte, K., 
Brickner, H., Simpson, H. G. 

前 報 に 於 て 逃 べ た る APIA OBE & 
藤 炭 化 性 と の 開 係 を 知る 久 に 行 ひ た る 辻 
Erte 0 9 WSR HAAR OF eth 
%&e Kattwinkel DPEMEEIC CT wc LB 
KREG File ORD ROP ACO Wl) 
定 を 試み , Heintz Pek VRE SEMA 
O—-FGXLAME At WROBAICHB 
SUSI OS Bint hee WEL, to 
HGR & LERB GE Vg 

ANKLE AME, AED HED IC BL 
BRU ¥3 分 は 重大 な る 要素 を な する もの 
な れ ど る も ,@ 分 子 存在 せ す ざ れ ば その 能力 
を 表 は す 事 能 は ず , 証 石炭 全幅 の HY 
能力 は 各 成 分 綿 て の 存在 た に 於 て 始め て 答 _ 
振 さ る ヽ ゝ も ゃ の な り 。 著 し 各 成 分 相互 間 に 
BS CRD AL © [Al IC HL S RAO BOR te 
る べし 。 uel, 12, 227~232, 1933) 

C 観 見 〕 


第 十 伏 4 A OR Wy EK a3 
se 8 # F 
2k ot © RW 六 
SSSR yee BH 純一 坪井 誠 太 耶 
RBEHE 吉木 <P BHEE 高根 勝利 
BEE init 
本 @ Bw (Fh) 
伊木 常 誠 石原 富松 小川 RU 大 井上 義 近 大 村 —e 
Wil #2 人 金原 {Ez 加藤 武夫 PEINZERER 佐々木 徴 綱 
杉本 五十鈴 WA HE Pa fk 重 康 | PADRE 
BF RISARER | BKC 保科 正昭 松本 唯一 RS BH 
松原 厚 MER SEEMS D 山田 Jene 
siemenBES GO) 
EH W- AURESH CER 河野 義忠 。 ARS 
高橋 st— 高根 勝利 鶴見 志津 夫 中野 Ee 根本 RR 
Ak RB HA 文 下 SB RKER 。 渡邊 新 太 
: ere A @& FGA Pr 
a a ai (HE NIE Ae A 
昭和 人 入 年 十 一 月 一 日 人 毅 行 HART RES 
BARRE 
HEA wm RM Be il 
tit REE TIS CREMIGE 8 8 2528) 
ANZ AGH AASB er ee en 
HAE A Re ー ヶ 年 分 A 前納 りう 
ARBRE HE wk x 平 rs ; a err 5 
i) 22 Th Bd a 
| 者 ALPS ATA OE 
Queers Rompe y ARH gcse HARIRI PAS 
agers WC Th ih - i. nae 
inne 7 oO at ce 人 
Privacy (A ay sieas = 
aes KER Hey) SBOE 
AN ZETH BE ET 5 A ーー ヶ 年 分 FRY 6 |B) 5 0 3 
He dk A RRL | 本 誌 席 告 料 ASA LA 20 
電話 2B7% 860% 生年 以上 連載 は 4 E Alfa 


ee 


a 


>as 
Bea 


Vo). X. November, 19383 No, 5 
i 


The Journal of the Japanese Association 
of 
Mineralogists, Petrologists and Economic Geologists. 


[ete 
{ 角 


PEBSON +11 
SR 0eo te 


PE 
2188 


) 


RBS 
et 


4 
{om 


| 5 


CONTENTS. 


$92 | = 
(Dr 


A new occurrence of gold-telluride and native tellurium 


in the Suzaki mine, Japan ee M. Watanabé, Rk. A. a 
Petrographic properties of orbicular rock from : a | 
Minedéra Sydma (C29 i Se-.dudses anon cancer eeem a B. Yoshiki, 2. S. 物 
Glacial remains in the environs of Tsugaru Twelve Lakes i | 
(Preliminary note) (1) ener K. Arakawa, R. S$. Ps | 
Short articles : «| 
Tetradymite from the Kinkei mine--.+---+-.+++++ss10e+ M. Watanabé, ”. A. z 
Perthite, from ‘Ishikawa-:0is+-icssescconetssverene corte senee coer Ki ome Ps 


Abstracts : 
A tneralogy and Crystallography. Crystal structure of osmiridium ete, 
Petrology and Volcanology, Origin of teklite, a natural glass, etc. 
Ore deposits. Types of copper deposits consisting essentialiy of 

chalcocite and native copper etc. 

Petroleum deposits. Preservation of oil in rocks during erosion etc, 
Ceramic minerals, Identity between ¢& AlOg and y AlgQOg ete. 
Coal. On the mechanics of the formation of coal etc. 


Notes. and News 


ee eee ane a Set See OE Pe AW 
Published monthly by the Association, in the Institute of 
Mineralogy, Petrology, Economic Geology, 
Tohoku Imperial University, Sendai, Japan. ; | 


